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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭
日
も

納
税
が
で
き
ま
す
。日
直
者
が
対
応
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い
よ
う

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お
忘
れ
に
ご

注
意
を
、口
座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
27
日（
土
）・5
月
28
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１０
日（
水
）・１８
日（
木
）・２６
日（
金
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・２０
日（
火
）・２９
日（
木
）の
予

定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手
・
は
が
き
・
群

馬
県
証
紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
。取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
31
日（
水
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は

5
月
31
日（
水
）で
す
。

切
手・は
が
き・群
馬
県
証
紙・収
入

印
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

人口
　男
　女
世帯

（　42）
（　19）
（　23）
（ 4）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,470人
3,170人
3,300人
3,189世帯

転入  21人/  出生 0人
転出  40人/  死亡 23人

（4月1日現在）

（3月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙
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有
料
広
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下仁田町下仁田町

3月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（尚　吉）
（利　則）
（道　一）
（利　彦）
（　克　）
（啓　二）
（文　男）
（　晃　）
（健一郎）
（晃　一）
（勝　明）
（勝　行）
（　勝　）
（　修　）

宮　室
下青倉
中　央
緑ヶ丘
下小坂
城　西
上青倉
矢　川
宮　室
東　町
下　町
下青倉
矢　川
宮　室

栁澤　大祐　 　（上小坂）
持田　美貴　　 （富岡市）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

有
料
広
告

土屋　朝吉
工藤　茂雄
永井　ふ久よ
福田　和　郎 
林　八重　　
原嶋　とし
神戸　和代
佐藤　いち
岡田　文雄
浅野　講治
遠田　フサ
堀口　梅
神戸　マツミ
福田　トヨ

次世代を想う『地球温暖化対策』の第一歩
～町内で初めて、保健センターへ
カーボンニュートラルガスを導入～

次世代を想う『地球温暖化対策』の第一歩
～町内で初めて、保健センターへ
カーボンニュートラルガスを導入～

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

下仁田町は東海ガス（株）と昨年「ゼロカーボン実現に向けた連携協定」を締結し、子どもた
ちの未来に向けた地球温暖化対策に取り組んでいます。今年度より、温室効果ガス実質ゼ
ロのクリーンエネルギーを保健センターに導入しました。

下仁田町は東海ガス（株）と昨年「ゼロカーボン実現に向けた連携協定」を締結し、子どもた
ちの未来に向けた地球温暖化対策に取り組んでいます。今年度より、温室効果ガス実質ゼ
ロのクリーンエネルギーを保健センターに導入しました。

毎月第4日曜日にマイナンバー
カードの交付手続きができるよう
になりました。3日前までに住民
係まで電話でご予約ください。
☎0274-82-2112（直通）

予約された方は5月28日（日）に
マイナンバーカードの交付が
できます！

予約された方は5月28日（日）に
マイナンバーカードの交付が
できます！



下仁田町役場　☎0274－82－2111（代表）

令和5年度（2023）一般会計予算
48億800万でスタート

歳出

歳入 1世帯当たりが
納める町税 約12万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　6,470人
世　帯　　　3,185世帯

令和4年度末起債残高見込
48億2,664万円

町民1人当たり
約75万円

令和4年度末財政調整基金残高見込
20億5,185万円

町民1人当たり
約32万円

※令和5年5月1日現在

約25万円

　令和5年度下仁田町の一般会計予算は48億800万円で、前年度比較800万円 の減額（△ 0.2％）となりました。
　今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に繋
がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組ん
でまいります。
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令和5年度（2023）特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和5年度
当初予算額

令和4年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

988,872
160,994
1,391,546
99,070
259,816
258,606
82,306
158,285

929,747
153,381
1,405,022
79,545
242,220
236,080
97,011
167,234

59,125
7,613

△13,476
19,525
17,596
22,526
△14,705
△8,949

6.4%
5.0%
△1.0%
24.5%
7.3%
9.5%

△15.2%
△5.4%

令和5年度（2023）の主な事業 （単位:千円）

事業名等 予算額 概　　要

町税
7億8,668万円
16.4%

分担金・負担金
1,698万円
0.4%

使用料・手数料
4,132万円
0.9%

寄附金
8,518万円
1.8%

繰入金･繰越金
2億6,710万円
5.6%

諸収入･財産収入
5,225万円
1.1%

地方譲与税
8,492万円 1.8%

各種交付金
1億9,140万円 4.0%

国庫支出金
3億2,334万円 6.7%

県支出金
2億7,453万円 5.7%

町債
2億5,430万円 5.3%

地方交付税
24億3,000万円
50.5%

1世帯当たりに
掛かる費用 約151万円 約74万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億6,613万円
20.1%

総務費
7億6,295万円
15.9%

一部事務組合への
負担金等

12億3,316万円
25.6% 施設の修繕

管理費等
8,122万円 1.7%

施設の修繕
管理費等

8,122万円 1.7%

積立金等
1億6,587万円
3.4%

児童手当・施設
入所負担金等
4億3,861万円
9.1%

児童手当・施設
入所負担金等
4億3,861万円
9.1%

借入金の
元利償還金
6億1,792万円
12.9%

民生費
10億5,547万円
22.0%

公債費
6億1,792万円
12.9%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%
諸支出金
196万円 0.0%
消防費

2億8,910万円 6.0%

衛生費
8億1,552万円
17.0%

教育費
4億9,136万円
10.2%

議会費
6,814万円 1.4%

労働費
72万円
0.0%

農林水産業費
2億6,171万円
5.4%

農林水産業費
2億6,171万円
5.4%

商工費
1億272万円
2.1%

特別会計への
繰出金等
3億3,249万円
6.9%

道路・施設等の
建設改良費
2億7,007万円
5.6%

土木費
3億3,042万円 6.9%

土木費
3億3,042万円 6.9% 目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等
7億253万円

14.6%

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

まちづくり推進事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

保育所運営委託（主食費免除）

子育て支援金

福祉医療費助成

タクシー利用券交付事業

出産・子育て応援交付金

有害鳥獣駆除対策

地域おこし協力隊事業

営農改善対策

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林経営管理事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

水道本管布設替等事業

公共土木施設維持補修事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

交通安全施設整備

公営住宅管理

浄化槽整備事業(特別会計)

ICT整備及び利活用英語教育の推進

多目的集会施設建設工事

文化財調査保護事業

学校給食費

32,901

37,463

21,095

2,200

2,137

1,458

528

15,200

47,119

5,718

2,000

17,894

9,366

4,995

6,400

14,661

25,971

30,000

10,325

5,784

20,080

3,000

37,741

48,577

49,051

80,024

2,134

6,287

99,070

22,808

56,000

38,253

13,200

子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する奨学金制度

「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、町の名産品などを返礼品として送ることで、町の魅力度アップと地域活性化を図る。

移住、定住施策や空き家利活用に向けた各種補助事業を推進し、町外からの移住促進や定住化を図る。

小・中学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園の保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の主食費（お米代）に伴う町負担分

出産、子育てに対する支援金
出産祝金、育児支援金、入学祝金を支給

障害者・ひとり親世帯及び18歳に達する日以後の最初の3月31日までの子どもの医療費助成

集落高齢者等タクシー利用券・高齢者等おでかけ支援タクシー利用券交付

妊娠期から出産子育ての様 な々ニーズに即した必要な相談支援、経済的支援を一体として実施する。
妊娠届け出時5万円・出産届け出時5万円を支給

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追払い員雇用等

都市部から移住し、町の伝統的農産物の生産技術を継承し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等次代を担う農業者として、
町への定住・定着を図る

下仁田ねぎ祭り開催費、全国ねぎサミット参加費及び農業者に対する支援対策

ぐんま優良木材を構造材に使用して、町内に自己居住用の住宅を建築する場合に補助金を助成

町と地域住民・ボランティア団体等の協働による地域に根差した森林整備活動

森林環境譲与税を財源とした森林整備に係る施策として、伐採搬出補助や担い手育成対策、森林管理意向調査など実施

林業生産基盤、山村地域の生活環境基盤及び森林環境の保全に資する基盤の整備を図るための林道改良・舗装工事

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

浄水場施設工事（2箇所）・水道本管布設替工事（2箇所）・舗装本復旧工事等（1箇所）

町道等補修工事・町道等修繕・防災対策予防伐採・支障木伐採・除雪

町道改良工事・町道改良工事測量設計業務・トンネル点検（2抗）

補修工事（3橋）・補修設計業務（4橋）・橋梁点検（150橋）

町内一円交通安全施設設置工事

吉崎団地改修工事（1戸）

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）、浄化槽エコ補助金・維持管理費・公営企業会計移行業務

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、
中学生英検受験料補助、海外派遣代替事業などを実施。

馬山生活改善センターの老朽化に伴い、旧馬山小学校跡地に新たな集会施設を建設する。

荒船風穴サイン整備工事・春秋館跡修繕工事・荒船風穴保存活用計画策定業務

町内在住在学の小学生・中学生保護者へ「子育て支援」のため給食費無償化

当初予算当初予算
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1人当たりが
納める町税
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令和4年度末起債残高見込
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令和4年度末財政調整基金残高見込
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令和5年度（2023）特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和5年度
当初予算額

令和4年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

988,872
160,994
1,391,546
99,070
259,816
258,606
82,306
158,285

929,747
153,381
1,405,022
79,545
242,220
236,080
97,011
167,234

59,125
7,613

△13,476
19,525
17,596
22,526
△14,705
△8,949

6.4%
5.0%
△1.0%
24.5%
7.3%
9.5%

△15.2%
△5.4%

令和5年度（2023）の主な事業 （単位:千円）

事業名等 予算額 概　　要

町税
7億8,668万円
16.4%

分担金・負担金
1,698万円
0.4%

使用料・手数料
4,132万円
0.9%

寄附金
8,518万円
1.8%

繰入金･繰越金
2億6,710万円
5.6%

諸収入･財産収入
5,225万円
1.1%

地方譲与税
8,492万円 1.8%

各種交付金
1億9,140万円 4.0%

国庫支出金
3億2,334万円 6.7%

県支出金
2億7,453万円 5.7%

町債
2億5,430万円 5.3%

地方交付税
24億3,000万円
50.5%

1世帯当たりに
掛かる費用 約151万円 約74万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億6,613万円
20.1%

総務費
7億6,295万円
15.9%

一部事務組合への
負担金等

12億3,316万円
25.6% 施設の修繕

管理費等
8,122万円 1.7%

施設の修繕
管理費等

8,122万円 1.7%

積立金等
1億6,587万円
3.4%

児童手当・施設
入所負担金等
4億3,861万円
9.1%

児童手当・施設
入所負担金等
4億3,861万円
9.1%

借入金の
元利償還金
6億1,792万円
12.9%

民生費
10億5,547万円
22.0%

公債費
6億1,792万円
12.9%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%
諸支出金
196万円 0.0%
消防費

2億8,910万円 6.0%

衛生費
8億1,552万円
17.0%

教育費
4億9,136万円
10.2%

議会費
6,814万円 1.4%

労働費
72万円
0.0%

農林水産業費
2億6,171万円
5.4%

農林水産業費
2億6,171万円
5.4%

商工費
1億272万円
2.1%

特別会計への
繰出金等
3億3,249万円
6.9%

道路・施設等の
建設改良費
2億7,007万円
5.6%

土木費
3億3,042万円 6.9%

土木費
3億3,042万円 6.9% 目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等
7億253万円

14.6%

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

まちづくり推進事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

保育所運営委託（主食費免除）

子育て支援金

福祉医療費助成

タクシー利用券交付事業

出産・子育て応援交付金

有害鳥獣駆除対策

地域おこし協力隊事業

営農改善対策

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林経営管理事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

水道本管布設替等事業

公共土木施設維持補修事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

交通安全施設整備

公営住宅管理

浄化槽整備事業(特別会計)

ICT整備及び利活用英語教育の推進

多目的集会施設建設工事

文化財調査保護事業

学校給食費

32,901

37,463

21,095

2,200

2,137

1,458

528

15,200

47,119

5,718

2,000

17,894

9,366

4,995

6,400

14,661

25,971

30,000

10,325

5,784

20,080

3,000

37,741

48,577

49,051

80,024

2,134

6,287

99,070

22,808

56,000

38,253

13,200

子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する奨学金制度

「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、町の名産品などを返礼品として送ることで、町の魅力度アップと地域活性化を図る。

移住、定住施策や空き家利活用に向けた各種補助事業を推進し、町外からの移住促進や定住化を図る。

小・中学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園の保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の主食費（お米代）に伴う町負担分

出産、子育てに対する支援金
出産祝金、育児支援金、入学祝金を支給

障害者・ひとり親世帯及び18歳に達する日以後の最初の3月31日までの子どもの医療費助成

集落高齢者等タクシー利用券・高齢者等おでかけ支援タクシー利用券交付

妊娠期から出産子育ての様 な々ニーズに即した必要な相談支援、経済的支援を一体として実施する。
妊娠届け出時5万円・出産届け出時5万円を支給

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追払い員雇用等

都市部から移住し、町の伝統的農産物の生産技術を継承し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等次代を担う農業者として、
町への定住・定着を図る

下仁田ねぎ祭り開催費、全国ねぎサミット参加費及び農業者に対する支援対策

ぐんま優良木材を構造材に使用して、町内に自己居住用の住宅を建築する場合に補助金を助成

町と地域住民・ボランティア団体等の協働による地域に根差した森林整備活動

森林環境譲与税を財源とした森林整備に係る施策として、伐採搬出補助や担い手育成対策、森林管理意向調査など実施

林業生産基盤、山村地域の生活環境基盤及び森林環境の保全に資する基盤の整備を図るための林道改良・舗装工事

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

浄水場施設工事（2箇所）・水道本管布設替工事（2箇所）・舗装本復旧工事等（1箇所）

町道等補修工事・町道等修繕・防災対策予防伐採・支障木伐採・除雪

町道改良工事・町道改良工事測量設計業務・トンネル点検（2抗）

補修工事（3橋）・補修設計業務（4橋）・橋梁点検（150橋）

町内一円交通安全施設設置工事

吉崎団地改修工事（1戸）

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）、浄化槽エコ補助金・維持管理費・公営企業会計移行業務

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、
中学生英検受験料補助、海外派遣代替事業などを実施。

馬山生活改善センターの老朽化に伴い、旧馬山小学校跡地に新たな集会施設を建設する。

荒船風穴サイン整備工事・春秋館跡修繕工事・荒船風穴保存活用計画策定業務

町内在住在学の小学生・中学生保護者へ「子育て支援」のため給食費無償化

当初予算当初予算



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。 

■令和4年度（2022） ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和5年度（2023） ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

農林課

農林課

農林課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

教育課

教育課

教育課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

県単林道改良事業稲含高倉線

県単林道改良事業七久保橋倉線

県単林道改良事業東平線

町道0203号(細萱)線舗装補修工事

町道0110号(三本木)線舗装改良工事

吉崎団地改修工事

馬山多目的集会施設建設工事

荒船風穴落石対策工事

春秋館跡土蔵1仮設屋根設置工事

宮畑浄水場沈殿池修繕工事

青倉浄水場ろ過池修繕工事

緑ヶ丘地区水道本管布設替工事

栗山

平原

南野牧

馬山

青倉

東野牧

南野牧

上小坂

吉崎

馬山

南野牧

西野牧

吉崎

青倉

中小坂

馬山

7月～12月

8月～11月

10月～3月

5月～7月

6月～10月

7月～12月

7月～12月

7月～12月

9月～2月

6月～3月

5～7月

8～10月

10～3月

6～12月

8～12月

5～10月

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

改良工事L=150.0ｍW=3.0ｍ

舗装工事L=150.0ｍW=5.0ｍ

改良工事L=50.0ｍW=3.0ｍ

舗装補修　L=60.0ｍ

舗装改良　L=260.0ｍ

橋梁補修　L=4.0m

橋梁補修　L=4.4m

橋梁補修　L=12.5m

吉崎団地改修工事（1戸）

延床面積204.12㎡

沈殿池（1池）防水塗装　260㎡

ろ過水量調節基交換（1基）

PEΦ150　L=100.5m

PEΦ50　L=136.2m

工事場所
（大字）

予定
工期

契約の
方法等担当課 工事名 工事概要

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３397人
（町の全人口の52．50％）

男　計１，547人
女　計１，850人

男女１５～６４歳　計2，782人
（町の全人口の４3．00％）

男　計１，486人
女　計１，296人

男女０～１４歳　計２９１人
（町の全人口の４．５０％）

男　計１３７人
女　計１５４人

下仁田町の人口
（Ｒ５．４．１現在）

合計　　　　　　　　６，４７０人
男　　　　　　　　　３，１７０人
女　　　　　　　　　３，３００人

世帯数　　　　　　３，１８５世帯
世帯平均　　　　 　　　２．０人
平均年齢　　　　　　６０．８６歳

この表は令和５年４月１日現在の
下仁田町の年齢別人口を表したも
のです。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和5年４月１日現在

広
報しもにた

ロープ設置工　14φ67.5ｍ
ロープ設置工　12φ74.0ｍ
金網およびロープ設置工3.2φ 40.0ｍ

新設足場 130.0㎡
ガルバリウム鋼板波板 100.0㎡

町道4120号線(小河原橋）
橋梁補修工事

町道0214号線(3007号橋）
橋梁補修工事

町道4063号線(4109号橋）
橋梁補修工事

小坂地区（滑～二岩方面）
水道本管布設替工事



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。 

■令和4年度（2022） ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和5年度（2023） ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

農林課

農林課

農林課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

教育課

教育課

教育課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

県単林道改良事業稲含高倉線

県単林道改良事業七久保橋倉線

県単林道改良事業東平線

町道0203号(細萱)線舗装補修工事

町道0110号(三本木)線舗装改良工事

吉崎団地改修工事

馬山多目的集会施設建設工事

荒船風穴落石対策工事

春秋館跡土蔵1仮設屋根設置工事

宮畑浄水場沈殿池修繕工事

青倉浄水場ろ過池修繕工事

緑ヶ丘地区水道本管布設替工事

栗山

平原

南野牧

馬山

青倉

東野牧

南野牧

上小坂

吉崎

馬山

南野牧

西野牧

吉崎

青倉

中小坂

馬山

7月～12月

8月～11月

10月～3月

5月～7月

6月～10月

7月～12月

7月～12月

7月～12月

9月～2月

6月～3月

5～7月

8～10月

10～3月

6～12月

8～12月

5～10月

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

改良工事L=150.0ｍW=3.0ｍ

舗装工事L=150.0ｍW=5.0ｍ

改良工事L=50.0ｍW=3.0ｍ

舗装補修　L=60.0ｍ

舗装改良　L=260.0ｍ

橋梁補修　L=4.0m

橋梁補修　L=4.4m

橋梁補修　L=12.5m

吉崎団地改修工事（1戸）

延床面積204.12㎡

沈殿池（1池）防水塗装　260㎡

ろ過水量調節基交換（1基）

PEΦ150　L=100.5m

PEΦ50　L=136.2m

工事場所
（大字）

予定
工期

契約の
方法等担当課 工事名 工事概要

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３397人
（町の全人口の52．50％）

男　計１，547人
女　計１，850人

男女１５～６４歳　計2，782人
（町の全人口の４3．00％）

男　計１，486人
女　計１，296人

男女０～１４歳　計２９１人
（町の全人口の４．５０％）

男　計１３７人
女　計１５４人

下仁田町の人口
（Ｒ５．４．１現在）

合計　　　　　　　　６，４７０人
男　　　　　　　　　３，１７０人
女　　　　　　　　　３，３００人

世帯数　　　　　　３，１８５世帯
世帯平均　　　　 　　　２．０人
平均年齢　　　　　　６０．８６歳

この表は令和５年４月１日現在の
下仁田町の年齢別人口を表したも
のです。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和5年４月１日現在

広
報しもにた

ロープ設置工　14φ67.5ｍ
ロープ設置工　12φ74.0ｍ
金網およびロープ設置工3.2φ 40.0ｍ

新設足場 130.0㎡
ガルバリウム鋼板波板 100.0㎡

町道4120号線(小河原橋）
橋梁補修工事

町道0214号線(3007号橋）
橋梁補修工事

町道4063号線(4109号橋）
橋梁補修工事

小坂地区（滑～二岩方面）
水道本管布設替工事
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会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 佐藤　秀俊

矢嶋　榮一

齋藤　公雄

大河原裕次

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（小坂地区）

佐藤　政敏

金井　之雄

小井土幸男

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

茂　木　　　清 
森　川　　　進 
大　橋　一　之 
佐　藤　良　三 
矢　嶋　榮　一 
武　井　　　裕 
佐　藤　秀　俊 
今　井　　　勝 
今　井　　　均 
武　藤　登志一 
高　麗　　　孝 
下　山　啓　治 
佐　藤　政　敏 
今　井　寿寿男 
永　井　正　信 
永　井　　　覚 
永　井　隆　弘 

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名

◆印は新任区長

区　　　長

令和5年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

齋　藤　公　雄 
小井土　　　清 
金　井　之　雄 
東　間　國　行 
丸　山　久　生 
市　川　長　雄 
黛　　　富　寿 
小井土　幸　男 
柳　澤　美智男 
岩　井　初　男 
岩　崎　　　武 
田　村　　　充 
神　戸　康　夫 
大河原　祐　次 

区　　別 区　　　長
氏　名

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

齋藤　幹広

佐藤　敦保

新井　　満

掛川　昌紀

安藤　　淳

高橋　　司

松本　　実

黛　　一弘

福田　裕二

今井　幸江

黒澤　和行

小金澤康夫

工藤いずみ

小井圡真弓

赤岡　咲恵

石井　史子

岩井　　実

金庭友佳利

清水　弥生

神戸　進一

神戸　崇明

佐藤　　実

佐藤　史行

神戸　栄起

工藤　陽介

齋藤　将広

佐藤　里奈

清水佐央理　用 福田　　純  

大石　翔太  

   

高橋　拓生　齋藤あずさ

永井　美帆   

小林　岳人　神戸華保梨  

上原　弘之　黛　　裕子　佐藤　　豪（新） 

柳澤　大祐   

廣澤貴代子　神戸美奈子　小金澤　勉 

安藤　正貴

栗原　大輔   

市川　紫野　茂木　瑠里  

福田　　翼　東間　剛史　新井　沙紀

 

中村　育美　齋藤　辰徳

猪野　馨（再）   

永井希実子　飯塚　美穂　赤岩　友紀　佐藤　未空

神戸　景子　野村　静香（新）　永井　邦佳（再） 

高橋　結羽　茂木　聖  

今井　洋紀   

柳　　芽生　茂木　涼介（新）　横田　孝三（再） 

   

黒澤　福富　柳　圭一郎  

石井　利幸　並木　慎介  

下仁田町職員配置

総　務　課

企　画　課

住民税務課

福　祉　課

保　健　課

農　林　課

商工観光課

建設水道課

議会事務局

会　計　課

岡野　　均

神戸　領栄

下山　光一

岡野　宏巳

鈴木　昌吾

今井　美和

林　　光一

佐藤　圭司

荻野　文昭

佐藤　正明

行 政 係

情 報 管 理 係

情 報 推 進 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

徴 収 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

保 健 推 進 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

（令和5年４月１日現在）教育長 里見　立夫特別職 町長 原　秀男 

新規
採用職員

市川　博生

福田　裕二

鈴木　英男

小金澤康夫

園部　明美

金庭友佳利

神谷　哲男

神戸　崇明

神戸　栄起

並木　将貴

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

佐藤　裕一　永井　大貴　岡野　大暉　高瀬　　茂（再）

下
仁
田
町
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、精
いっ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

（商工観光課）
茂木　涼介

町
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
に
役
立

て
る
よ
う
精一杯
頑
張
り
ま
す
。

（企画課）
佐藤　　豪

町
民
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（福祉課）
神戸　　麗

住
民
の
皆
様
が
健
康
に
過
ご
せ

る
よ
う
保
健
師
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。頑
張
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（保健課）
野村　静香

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課

市川　瑠美　神戸　滉太

佐藤　茂治（再）　有賀　喜紀（特別派遣社会教育主事）

岡田佳央梨

高瀬　正江（再）

山田　誠司　岩井　　司　柴田　悦子（再）

関谷　友彦

用 赤岡健一郎

用 並木　　護（再）

黒澤　成則

小金澤千穂

市川智恵子

市川　敬則

赤岩　素明

赤岡　　明

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

竹内　　誠

(歴史館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館長)
 中村　由克
（非常勤）

赤岡　　明

園部　宏規

黒澤　成則

（給食センター所長）
市川智恵子

事務部長

総務課長

事務局長

総務課長

岩井　　収

岩井　優典

小金澤修路

東間　克敏

下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

茂木　貴彦

本多　正弥　竹内　雅浩　黒沢　千絵　小山　美里
並木　安基

小井圡恵利子　吉沢　祐介　堀越　由可　神戸　麗（新）

猪野　ともえ　　　　大河原覚俊　　　　神戸　恵美

令和５年３月３１日退職者

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

7 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 6広
報しもにた
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会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 佐藤　秀俊

矢嶋　榮一

齋藤　公雄

大河原裕次

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（小坂地区）

佐藤　政敏

金井　之雄

小井土幸男

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

茂　木　　　清 
森　川　　　進 
大　橋　一　之 
佐　藤　良　三 
矢　嶋　榮　一 
武　井　　　裕 
佐　藤　秀　俊 
今　井　　　勝 
今　井　　　均 
武　藤　登志一 
高　麗　　　孝 
下　山　啓　治 
佐　藤　政　敏 
今　井　寿寿男 
永　井　正　信 
永　井　　　覚 
永　井　隆　弘 

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名

◆印は新任区長

区　　　長

令和5年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

齋　藤　公　雄 
小井土　　　清 
金　井　之　雄 
東　間　國　行 
丸　山　久　生 
市　川　長　雄 
黛　　　富　寿 
小井土　幸　男 
柳　澤　美智男 
岩　井　初　男 
岩　崎　　　武 
田　村　　　充 
神　戸　康　夫 
大河原　祐　次 

区　　別 区　　　長
氏　名
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　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
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◆
◆
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◆
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◆

齋藤　幹広

佐藤　敦保

新井　　満

掛川　昌紀

安藤　　淳

高橋　　司

松本　　実

黛　　一弘

福田　裕二

今井　幸江

黒澤　和行

小金澤康夫

工藤いずみ

小井圡真弓

赤岡　咲恵

石井　史子

岩井　　実

金庭友佳利

清水　弥生

神戸　進一

神戸　崇明

佐藤　　実

佐藤　史行

神戸　栄起

工藤　陽介

齋藤　将広

佐藤　里奈

清水佐央理　用 福田　　純  

大石　翔太  

   

高橋　拓生　齋藤あずさ

永井　美帆   

小林　岳人　神戸華保梨  

上原　弘之　黛　　裕子　佐藤　　豪（新） 

柳澤　大祐   

廣澤貴代子　神戸美奈子　小金澤　勉 

安藤　正貴

栗原　大輔   

市川　紫野　茂木　瑠里  

福田　　翼　東間　剛史　新井　沙紀

 

中村　育美　齋藤　辰徳

猪野　馨（再）   

永井希実子　飯塚　美穂　赤岩　友紀　佐藤　未空

神戸　景子　野村　静香（新）　永井　邦佳（再） 

高橋　結羽　茂木　聖  

今井　洋紀   

柳　　芽生　茂木　涼介（新）　横田　孝三（再） 

   

黒澤　福富　柳　圭一郎  

石井　利幸　並木　慎介  

下仁田町職員配置

総　務　課

企　画　課

住民税務課

福　祉　課

保　健　課

農　林　課

商工観光課

建設水道課

議会事務局

会　計　課

岡野　　均

神戸　領栄

下山　光一

岡野　宏巳

鈴木　昌吾

今井　美和

林　　光一

佐藤　圭司

荻野　文昭

佐藤　正明

行 政 係

情 報 管 理 係

情 報 推 進 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

徴 収 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

保 健 推 進 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

（令和5年４月１日現在）教育長 里見　立夫特別職 町長 原　秀男 

新規
採用職員

市川　博生

福田　裕二

鈴木　英男

小金澤康夫

園部　明美

金庭友佳利

神谷　哲男

神戸　崇明

神戸　栄起

並木　将貴

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

佐藤　裕一　永井　大貴　岡野　大暉　高瀬　　茂（再）

下
仁
田
町
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。

（商工観光課）
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。

（企画課）
佐藤　　豪
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民
の
皆
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に
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。

（保健課）
野村　静香

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課

市川　瑠美　神戸　滉太

佐藤　茂治（再）　有賀　喜紀（特別派遣社会教育主事）

岡田佳央梨

高瀬　正江（再）

山田　誠司　岩井　　司　柴田　悦子（再）

関谷　友彦

用 赤岡健一郎

用 並木　　護（再）

黒澤　成則

小金澤千穂

市川智恵子

市川　敬則

赤岩　素明

赤岡　　明

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

竹内　　誠

(歴史館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館長)
 中村　由克
（非常勤）

赤岡　　明

園部　宏規

黒澤　成則

（給食センター所長）
市川智恵子

事務部長

総務課長

事務局長

総務課長

岩井　　収

岩井　優典

小金澤修路

東間　克敏

下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

茂木　貴彦

本多　正弥　竹内　雅浩　黒沢　千絵　小山　美里
並木　安基

小井圡恵利子　吉沢　祐介　堀越　由可　神戸　麗（新）

猪野　ともえ　　　　大河原覚俊　　　　神戸　恵美

令和５年３月３１日退職者

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員
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役員紹介役員紹介

令和5年度（２０２3）保健推進員名簿
地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●問い合わせ　保健課保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

鈴　木　公　代
阪　本　正　美
神　保　千代子
大井田　文　雄
石　井　紀久美
高　橋　文　枝
阿久澤　勵　子
沼　田　優　希
松　本　志津江
佐　藤　千　栄
秋　池　志津恵
中　村　公　美
神　保　啓　子
三井田　義　江
小　沢　有　紀
新　井　恵　子
黒　澤　悦　子
渡　辺　まりよ
赤　岩　のぶ子
有　賀　富美江
赤　岩　秀　子
髙　𣘺　真理子
鈴　木　智　子
土　谷　みゆき
橋 　 芳 枝
山　﨑　照　子
高　橋　美代子
今　井　佳　子

田　村　京　子
神　戸　みち子
小根澤　ゆかり
瀨　間　きよ美
榊　原　一　枝
茂　木　直　代
掛　川　祐　子
茂　木　美　和
竹　内　紀美子
今　井　恵　子
小金澤　知惠子
武　藤　八　重
齋　藤　和　子
清　水　恵　子
石　井　祐　子
小金澤　典　子
田　村　洋　子
土　屋　幸　子
下　山　とよ子
下 山 　 泉
市　川　敦　子
岩　井　定　枝
吉　田　きよ子
三 浦 　 瞳
齋　藤　さよ子
岡　野　安紀子
佐　藤　くみ子
佐　藤　かず子

神　戸　順　子
永　井　淳　子
永　井　幹　子
神　戸　とみ子
佐　藤　久美子
永　井　篤　巳
齋　藤　信　子
栁　澤　みち子
神　宮　博　子
岡　田　千　栄
神　戸　康　江
小井土　富　江
上　原　花　子
金　井　康　子
長　岡　照　子
山　田　久美子
廣　澤　智恵喜
上　原　貴代子
神　戸　純　子
神　宮　貴美子
並　木　町　子
髙　瀬　京　子
貝　塚　淑　江
小井圡　たつ子
小金澤　優　子
戸　塚　景　子
長　岡　幸　子
佐　藤　愛　子

佐　藤　　　恵
岩　井　千珠美
清　水　弥　生
園　部　恵　子
園　部　惠美子
佐　藤　洋　子
佐　藤　たづ子
小　林　祐規子
小井圡　政　美
圡　屋　征　子
土　谷　しず江
福　田　貞　美
今　井　留里香
茂　木　かほる
岩　井　枝　美
田　村　かづ江
今　井　かづ江
石　井　美　保
清　水　初　江
神　戸　さち子
神　戸　志芽子
柳　澤　あさ子
岩　崎　律　子
大河原　てい子
土　谷　たまる

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

　
町
で
は
、特
定
疾
患
等
患
者
、難
病
患
者
、

ま
た
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
見
舞
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

○
現
在
受
給
中
の
方
へ

　
6
月
中
に
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。現
況
届
の
提
出
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、見

舞
金
の
支
給
が
停
止
と
な
り
ま
す
。（
現
況
届

は
福
祉
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
）

○
新
た
に
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
別
表
に
該
当
す
る
方
で
、見
舞
金
の
受
給

申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
5
月

31
日
ま
で
に
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福
祉
係 

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

支　給　要　件
心臓機能障害1～3級
腎臓機能障害1～3級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ1～3級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

申請に必要なもの

身体障害者手帳
印鑑・通帳

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課に
あります）

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

特
定
疾
患
等
難
病
患
者

見
舞
金

里
見
哲
夫

茶

　摘

茶

　摘

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
懐
か
し
い
思
い
出
の
歌
を
辿
っ
て
い
ま

し
た
ら
、
明
治
時
代
に
は
作
詞
、
作
曲
さ

れ
ま
し
た
沢
山
の
歌
が
あ
る
こ
と
に
は
驚

き
ま
し
た
。
今
も
な
お
歌
い
継
が
れ
て
い

る
多
く
の
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歌

は
、
歌
わ
れ
始
め
て
か
ら
す
で
に
１
０
０

年
余
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

「
茶
摘
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
１

９
１
２
年
（
明
治
45
（
改
元
で
７
月
30
日

か
ら
大
正
））
３
月
に
文
部
省
尋
常
唱
歌

（
三
）
に
の
せ
ら
れ
ま
し
て
か
ら
、
今
も

な
お
歌
い
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
歌
詞
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

茶
　
摘

１
．
夏
も
近
づ
く
　
八
十
八
夜

　
野
に
も
山
に
も
　
若
葉
が
茂
る

　
あ
れ
に
見
え
る
は
茶
摘
み
じ
ゃ
な
い
か

　
あ
か
ね
だ
す
き
に
菅
の
笠

２
．
日
和
つ
づ
き
の
　
今
日
こ
の
頃
を

　
心
の
ど
か
に
　
摘
み
つ
つ
歌
う

　
摘
め
よ
摘
め
摘
め
摘
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

　
摘
ま
に
ゃ
日
本
の
茶
に
な
ら
ぬ

　
こ
の
歌
は
残
念
な
こ
と
に
作
詞
・
作

曲
者
不
詳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
茶
と
言
え
ば
京
都
の
宇
治
茶
や
埼
玉

の
狭
山
茶
は
知
名
度
が
高
く
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
産
地

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
に
も
お
茶

の
産
地
は
あ
り
ま
す
が
、
手
元
に
あ
り
ま

し
た
お
茶
店
の
シ
オ
リ
に
目
を
通
し
ま
し

た
ら
、
谷
川
岳
・
武
尊
・
尾
瀬
ケ
原
・
雪

あ
さ
ま
・
皇
海
・
月
あ
か
ぎ
等
の
銘
柄
が

贈
答
品
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
少
々
疑
問
に
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
地
方
は
お
茶
の
産
地
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
か
銘
柄
が
有
名
な
地
名
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
と
り
ま
し
た
。

身
近
な
わ
が
下
仁
田
町
で
も
青
倉
の
お
茶

は
有
名
で
し
た
。

　
前
に
広
報
で
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
チ
ャ
ノ
キ
（
チ
ャ
）
は
、
中
国
雲
南

省
の
西
南
部
な
ど
に
野
生
す
る
低
木
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
文
献
に
よ
り
ま
す
と
、

日
本
で
も
野
生
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
は
こ
れ
を
信
じ
る
人
は
少
な
い
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
先
人
の
永
い
努
力
と
苦
労

の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
世
界
に
誇
る
日

本
の
銘
茶
が
作
り
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
昔
は
町
に
も
お
茶
を
専
門
と
す
る
お
店

が
あ
り
ま
し
た
。
お
茶
は
昔
は
薬
に
さ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
町
で

は
、
昭
和
の
中
頃
ま
で
は
茶
畑
で
チ
ャ
を

摘
ん
で
、
大
き
な
炉
で
お
茶
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
近
く
を
通
り
か
か
り
ま
す
と
お

茶
の
芳
し
い
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。

出
来
た
お
茶
は
１
年
間
使
用
し
ま
す
の
で

茶
壷
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
ま
し
た
。
茶

を
作
っ
た
炉
や
茶
壷
等
は
今
は
文
化
財
的

な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の

手
作
り
の
美
味
し
い
お
茶
の
味
が
今
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
も
う
二
度
と
味
わ
う
こ
と
が

出
来
な
い
の
は
何
と
も
寂
し
い
こ
と
で

す
。

　
今
も
こ
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
あ
の

懐
か
し
い
茶
の
香
り
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
何
と
も
残
念
と
し
か
言
葉
が
で
ま
せ

ん
。

買
い
来
た
る
　
　
茶
の
味
よ
り

ま
さ
り
た
る

　
手
作
り
の
茶
　
　
思
い
出
今
も

茶
の
香
り
　
漂
う
小
道
　
あ
る
き
た
る

　
あ
の
思
い
出
や
　
今
も
脳
裏
に

　
海
を
渡
る
神
秘
の
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ（
浅
葱
斑
）を
通
し
た
環
境
保
全
活
動
の
実
績
が

認
め
ら
れ
、し
も
に
た
浅
葱
斑
の
会（
小
井
土
潔
代
表
）が
、ぐ
ん
ぎ
ん
財
団（
旧
群
馬
銀

行
環
境
財
団
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
日
本
か
ら
南
西
諸
島
、台
湾
ま
で
渡
る
個
体
が
確
認
さ
れ
、長
距
離
移
動
す
る
こ
と
が

特
徴
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
調
査
並
び
に
教
育
普
及
を
実
践
す
る
本
会
は
、自
然
保
護
活
動

を
通
じ
て
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
、幅
広
い
世
代
へ
自
然
の
豊
か
さ
と
生
命
の
大
切
さ

を
伝
え
、そ
れ
ら
の
行
動
が
、ぐ
ん
ぎ
ん
財
団
よ
り
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
も
に
た
浅
葱
斑
の
会

　
　
　
　
　
　
　ぐ
ん
ぎ
ん
財
団
賞
を
受
賞
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阪　本　正　美
神　保　千代子
大井田　文　雄
石　井　紀久美
高　橋　文　枝
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松　本　志津江
佐　藤　千　栄
秋　池　志津恵
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田　村　京　子
神　戸　みち子
小根澤　ゆかり
瀨　間　きよ美
榊　原　一　枝
茂　木　直　代
掛　川　祐　子
茂　木　美　和
竹　内　紀美子
今　井　恵　子
小金澤　知惠子
武　藤　八　重
齋　藤　和　子
清　水　恵　子
石　井　祐　子
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田　村　洋　子
土　屋　幸　子
下　山　とよ子
下 山 　 泉
市　川　敦　子
岩　井　定　枝
吉　田　きよ子
三 浦 　 瞳
齋　藤　さよ子
岡　野　安紀子
佐　藤　くみ子
佐　藤　かず子

神　戸　順　子
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永　井　幹　子
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永　井　篤　巳
齋　藤　信　子
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神　宮　博　子
岡　田　千　栄
神　戸　康　江
小井土　富　江
上　原　花　子
金　井　康　子
長　岡　照　子
山　田　久美子
廣　澤　智恵喜
上　原　貴代子
神　戸　純　子
神　宮　貴美子
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髙　瀬　京　子
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小井圡　たつ子
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戸　塚　景　子
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清　水　弥　生
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今　井　留里香
茂　木　かほる
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田　村　かづ江
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石　井　美　保
清　水　初　江
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土　谷　たまる
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の
保
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に
対
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て
見
舞
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を
支
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ま
す
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現
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の
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い
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印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

特
定
疾
患
等
難
病
患
者

見
舞
金

里
見
哲
夫

茶

　摘

茶

　摘

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
懐
か
し
い
思
い
出
の
歌
を
辿
っ
て
い
ま

し
た
ら
、
明
治
時
代
に
は
作
詞
、
作
曲
さ

れ
ま
し
た
沢
山
の
歌
が
あ
る
こ
と
に
は
驚

き
ま
し
た
。
今
も
な
お
歌
い
継
が
れ
て
い

る
多
く
の
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歌

は
、
歌
わ
れ
始
め
て
か
ら
す
で
に
１
０
０

年
余
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

「
茶
摘
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
１

９
１
２
年
（
明
治
45
（
改
元
で
７
月
30
日

か
ら
大
正
））
３
月
に
文
部
省
尋
常
唱
歌

（
三
）
に
の
せ
ら
れ
ま
し
て
か
ら
、
今
も

な
お
歌
い
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
歌
詞
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

茶
　
摘

１
．
夏
も
近
づ
く
　
八
十
八
夜

　
野
に
も
山
に
も
　
若
葉
が
茂
る

　
あ
れ
に
見
え
る
は
茶
摘
み
じ
ゃ
な
い
か

　
あ
か
ね
だ
す
き
に
菅
の
笠

２
．
日
和
つ
づ
き
の
　
今
日
こ
の
頃
を

　
心
の
ど
か
に
　
摘
み
つ
つ
歌
う

　
摘
め
よ
摘
め
摘
め
摘
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

　
摘
ま
に
ゃ
日
本
の
茶
に
な
ら
ぬ

　
こ
の
歌
は
残
念
な
こ
と
に
作
詞
・
作

曲
者
不
詳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
茶
と
言
え
ば
京
都
の
宇
治
茶
や
埼
玉

の
狭
山
茶
は
知
名
度
が
高
く
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
産
地

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
に
も
お
茶

の
産
地
は
あ
り
ま
す
が
、
手
元
に
あ
り
ま

し
た
お
茶
店
の
シ
オ
リ
に
目
を
通
し
ま
し

た
ら
、
谷
川
岳
・
武
尊
・
尾
瀬
ケ
原
・
雪

あ
さ
ま
・
皇
海
・
月
あ
か
ぎ
等
の
銘
柄
が

贈
答
品
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
少
々
疑
問
に
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
地
方
は
お
茶
の
産
地
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
か
銘
柄
が
有
名
な
地
名
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
と
り
ま
し
た
。

身
近
な
わ
が
下
仁
田
町
で
も
青
倉
の
お
茶

は
有
名
で
し
た
。

　
前
に
広
報
で
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
チ
ャ
ノ
キ
（
チ
ャ
）
は
、
中
国
雲
南

省
の
西
南
部
な
ど
に
野
生
す
る
低
木
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
文
献
に
よ
り
ま
す
と
、

日
本
で
も
野
生
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
は
こ
れ
を
信
じ
る
人
は
少
な
い
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
先
人
の
永
い
努
力
と
苦
労

の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
世
界
に
誇
る
日

本
の
銘
茶
が
作
り
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
昔
は
町
に
も
お
茶
を
専
門
と
す
る
お
店

が
あ
り
ま
し
た
。
お
茶
は
昔
は
薬
に
さ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
町
で

は
、
昭
和
の
中
頃
ま
で
は
茶
畑
で
チ
ャ
を

摘
ん
で
、
大
き
な
炉
で
お
茶
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
近
く
を
通
り
か
か
り
ま
す
と
お

茶
の
芳
し
い
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。

出
来
た
お
茶
は
１
年
間
使
用
し
ま
す
の
で

茶
壷
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
ま
し
た
。
茶

を
作
っ
た
炉
や
茶
壷
等
は
今
は
文
化
財
的

な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の

手
作
り
の
美
味
し
い
お
茶
の
味
が
今
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
も
う
二
度
と
味
わ
う
こ
と
が

出
来
な
い
の
は
何
と
も
寂
し
い
こ
と
で

す
。

　
今
も
こ
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
あ
の

懐
か
し
い
茶
の
香
り
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
何
と
も
残
念
と
し
か
言
葉
が
で
ま
せ

ん
。

買
い
来
た
る
　
　
茶
の
味
よ
り

ま
さ
り
た
る

　
手
作
り
の
茶
　
　
思
い
出
今
も

茶
の
香
り
　
漂
う
小
道
　
あ
る
き
た
る

　
あ
の
思
い
出
や
　
今
も
脳
裏
に

　
海
を
渡
る
神
秘
の
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ（
浅
葱
斑
）を
通
し
た
環
境
保
全
活
動
の
実
績
が

認
め
ら
れ
、し
も
に
た
浅
葱
斑
の
会（
小
井
土
潔
代
表
）が
、ぐ
ん
ぎ
ん
財
団（
旧
群
馬
銀

行
環
境
財
団
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
日
本
か
ら
南
西
諸
島
、台
湾
ま
で
渡
る
個
体
が
確
認
さ
れ
、長
距
離
移
動
す
る
こ
と
が

特
徴
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
調
査
並
び
に
教
育
普
及
を
実
践
す
る
本
会
は
、自
然
保
護
活
動

を
通
じ
て
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
、幅
広
い
世
代
へ
自
然
の
豊
か
さ
と
生
命
の
大
切
さ

を
伝
え
、そ
れ
ら
の
行
動
が
、ぐ
ん
ぎ
ん
財
団
よ
り
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
も
に
た
浅
葱
斑
の
会

　
　
　
　
　
　
　ぐ
ん
ぎ
ん
財
団
賞
を
受
賞
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

令
和
５
年 

春
開
始
接
種
の

実
施
に
つ
い
て

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

乳
幼
児・小
児
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

乳
幼
児
の
初
回
接
種
に
つ
い
て

小
児
接
種
に
つ
い
て

山火事（林野火災）・
枯草火災を予防しましょう
山火事（林野火災）・
枯草火災を予防しましょう

　
令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）年
４
月

12
日
現
在
の
情
報
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、国
の
審
議
会
に
お
い
て
、ワ
ク

チ
ン
の
効
果
や
持
続
期
間
等
を
踏
ま

え
追
加
接
種
可
能
な
す
べ
て
の
方
を
対

象
と
し
て
、秋
か
ら
冬（
９
月
〜
12
月
）

に
１
回
、重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
方
等

に
は
、春
か
ら
夏（
５
月
〜
８
月
）に
前

倒
し
て
さ
ら
に
１
回
接
種
を
行
う
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、今
ま
で

の
接
種
回
数
に
か
か
わ
ら
ず
、国
が
定

め
た
期
間
に
定
め
ら
れ
た
回
数
の
接
種

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
接
種
の
実
施
時
期

令
和
５
年
５
月
８
日
〜
８
月
末

※

富
岡
市
甘
楽
郡
圏
域
の
接
種
開
始

は
５
月
22
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
り
、初
回（
１
・
２
回
目
）接
種
が

終
了
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、前
回
の
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
少
な
く
て
も

３
ヶ
月
が
経
過
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方 

ま
た
は 

そ

の
他
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
る
方※

基
礎
疾
患
の
例

・
慢
性
の
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、肝
臓

の
病
気

・
病
気
や
治
療
に
よ
る
免
疫
機
能
の
低
下

・
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
を
原
因
と

す
る
身
体
機
能
の
低
下

・
染
色
体
異
常

・
血
液
の
病
気（
鉄
欠
乏
性
貧
血
は
除
く
）

・
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
又

は
合
併
症
の
あ
る
糖
尿
病

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

・
重
い
精
神
疾
患

・
知
的
障
害

③
医
療
機
関
、高
齢
者
・
施
設
等
の
従

事
者
の
方

●
通
知
の
送
付

対
象
者
①
に
該
当
す
る
方…

前
回
の

接
種
券
送
付
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

済
ん
で
い
る
方
に
つ
い
て
は
接
種
が
可

能
と
な
る
時
期
に
あ
わ
せ
て
通
知
を
送

付
し
ま
す
。（
申
請
は
不
要
で
す
。）

た
だ
し
、
前
回
接
種
時
の
住
民
票
所

在
地
が
下
仁
田
町
以
外
で
あ
っ
た
方
は

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者
②
ま
た
は
③
に
該
当
す
る
方…

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※

通
知
の
封
筒
が
今
ま
で
と
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
封
筒
に
『
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら

せ
』
と
印
字
し
て
あ
り
ま
す
。

●
予
約
の
開
始
時
期

　
詳
細
は
送
付
し
た
通
知
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。予
約
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
、予
約
開
始
日
は
生
年
月
日
を
基

準
と
し
個
別
に
指
定
し
ま
す
。

●
集
団
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

　
６
月
上
旬
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て

は
予
約
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
で
は
、原
則

と
し
て
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

（
Ｂ
Ａ
．１
株
対
応
ま
た
は
Ｂ
Ａ
．４
―

５
株
対
応
）の
接
種
を
基
本
と
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
秋
開
始
接
種
は
令
和
５

年
５
月
７
日
で
終
了
し
ま
す
。

●
対
象
者

生
後
６
か
月
以
上
か
ら
4
歳
以
下

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン

（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注 

６
ヵ
月
〜
4
歳
用
）

●
接
種
間
隔

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

・
乳
幼
児
用
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
初
回

接
種
は
合
計
３
回
の
接
種
に
よ
り
完

了
し
ま
す
。通
常
の
接
種
間
隔
は
、1

回
目
接
種
後
、3
週
間
あ
け
て
2
回
目

を
受
け
、2
回
目
接
種
後
、8
週
間
あ

け
て
3
回
目
を
受
け
ま
す
。

　
な
お
、3
回
接
種
ま
で
の
間
に
5
歳

に
到
達
し
た
方
は
引
き
続
き
6
ヵ
月
〜

4
歳
用
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

　
1
回
目
の
接
種
前
に
5
歳
に
到
達

し
た
場
合
は
、5
〜
11
歳
用
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。予
診
票
は
お

手
元
に
届
い
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
追

加
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。（
令
和
４

年
秋
開
始
接
種
）

●
対
象
者

１
・
２
回
目
接
種
を
完
了
し
た
５
〜
11

歳
の
方

※
乳
幼
児
接
種
で
初
回
接
種（
計
３

回
）を
完
了
し
、そ
の
後
、５
歳
に
到
達

し
た
方
も
対
象
で
す
。

※
従
来
型
ワ
ク
チ
ン
で
追
加
接
種（
３

回
目
の
接
種
）を
受
け
た
方
も
対
象
で

す
。3
回
目
の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方

に
つ
い
て
は
、個
別
に
通
知
を
し
ま
す

が
、前
回
接
種
時
の
住
民
票
所
在
地
が

下
仁
田
町
以
外
で
あ
っ
た
方
な
ど
は
接

種
券
発
行
の
た
め
の
申
請
が
必
要
で

す
。

※
初
回
接
種
が
ま
だ
の
方
は
従
来
型

ワ
ク
チ
ン
で
の
１
・
２
回
目
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
間
隔
　
最
後
の
接
種
か
ら
３

か
月
以
上
あ
け
て
接
種
し
ま
す
。

●
接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期

　
小
児（
5
〜
11
歳
）は
接
種
開
始
か

ら
の
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、令
和
4

年
秋
開
始
接
種
は
、令
和
5
年
8
月
ま

で
の
予
定
で
す
。た
だ
し
、基
礎
疾
患
の

有
無
に
よ
り
、追
加
接
種
が
可
能
な
回

数
が
異
な
り
ま
す
。

※
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
等
に
つ
い
て

は
、令
和
５
年
春
開
始
接
種
と
し
て
、

令
和
４
年
秋
開
始
接
種
と
は
別
に
１

回
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
小
児
用
ワ
ク
チ
ン（
コ

ミ
ナ
テ
ィ
筋
注
5
〜
11
歳
用
）

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
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5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/9（火）

１０：００～１１：３０

ワクチン接種についてワクチン接種について

　近年は、家の庭や田畑の周りでのたき
火から山林に燃え広がる事例などが多く
なっています。緑の森林を守るためには、
ちょっとした不注意による「小さな火」か
ら起こる火災を減らしていくことが大切で
す。特に以下のようなことに注意し、山火
事予防を心がけましょう。
・枯れ草等の近くなど、周囲に燃え広がる
恐れのある場所でたき火等をしない
・乾燥注意報の発令時や風の強い時は、火
の取扱に特に注意し、たき火等をしない
・火気の使用中はその場を離れない。使
用後は確実に消火する
・たばこの吸いがら、使用後の花火や炭、
焼却灰などは、必ず消火を確認してから、
適切に処分する
・火遊びはしない、させない
●問い合わせ
下仁田消防署　☎82―2229
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

令
和
５
年 

春
開
始
接
種
の

実
施
に
つ
い
て

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

乳
幼
児・小
児
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

乳
幼
児
の
初
回
接
種
に
つ
い
て

小
児
接
種
に
つ
い
て

山火事（林野火災）・
枯草火災を予防しましょう
山火事（林野火災）・
枯草火災を予防しましょう

　
令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）年
４
月

12
日
現
在
の
情
報
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、国
の
審
議
会
に
お
い
て
、ワ
ク

チ
ン
の
効
果
や
持
続
期
間
等
を
踏
ま

え
追
加
接
種
可
能
な
す
べ
て
の
方
を
対

象
と
し
て
、秋
か
ら
冬（
９
月
〜
12
月
）

に
１
回
、重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
方
等

に
は
、春
か
ら
夏（
５
月
〜
８
月
）に
前

倒
し
て
さ
ら
に
１
回
接
種
を
行
う
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、今
ま
で

の
接
種
回
数
に
か
か
わ
ら
ず
、国
が
定

め
た
期
間
に
定
め
ら
れ
た
回
数
の
接
種

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
接
種
の
実
施
時
期

令
和
５
年
５
月
８
日
〜
８
月
末

※

富
岡
市
甘
楽
郡
圏
域
の
接
種
開
始

は
５
月
22
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
り
、初
回（
１
・
２
回
目
）接
種
が

終
了
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、前
回
の
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
少
な
く
て
も

３
ヶ
月
が
経
過
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方 

ま
た
は 

そ

の
他
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
る
方※

基
礎
疾
患
の
例

・
慢
性
の
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、肝
臓

の
病
気

・
病
気
や
治
療
に
よ
る
免
疫
機
能
の
低
下

・
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
を
原
因
と

す
る
身
体
機
能
の
低
下

・
染
色
体
異
常

・
血
液
の
病
気（
鉄
欠
乏
性
貧
血
は
除
く
）

・
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
又

は
合
併
症
の
あ
る
糖
尿
病

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

・
重
い
精
神
疾
患

・
知
的
障
害

③
医
療
機
関
、高
齢
者
・
施
設
等
の
従

事
者
の
方

●
通
知
の
送
付

対
象
者
①
に
該
当
す
る
方…

前
回
の

接
種
券
送
付
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

済
ん
で
い
る
方
に
つ
い
て
は
接
種
が
可

能
と
な
る
時
期
に
あ
わ
せ
て
通
知
を
送

付
し
ま
す
。（
申
請
は
不
要
で
す
。）

た
だ
し
、
前
回
接
種
時
の
住
民
票
所

在
地
が
下
仁
田
町
以
外
で
あ
っ
た
方
は

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者
②
ま
た
は
③
に
該
当
す
る
方…

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※

通
知
の
封
筒
が
今
ま
で
と
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
封
筒
に
『
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら

せ
』
と
印
字
し
て
あ
り
ま
す
。

●
予
約
の
開
始
時
期

　
詳
細
は
送
付
し
た
通
知
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。予
約
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
、予
約
開
始
日
は
生
年
月
日
を
基

準
と
し
個
別
に
指
定
し
ま
す
。

●
集
団
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

　
６
月
上
旬
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て

は
予
約
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
で
は
、原
則

と
し
て
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

（
Ｂ
Ａ
．１
株
対
応
ま
た
は
Ｂ
Ａ
．４
―

５
株
対
応
）の
接
種
を
基
本
と
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
秋
開
始
接
種
は
令
和
５

年
５
月
７
日
で
終
了
し
ま
す
。

●
対
象
者

生
後
６
か
月
以
上
か
ら
4
歳
以
下

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン

（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注 

６
ヵ
月
〜
4
歳
用
）

●
接
種
間
隔

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

・
乳
幼
児
用
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
初
回

接
種
は
合
計
３
回
の
接
種
に
よ
り
完

了
し
ま
す
。通
常
の
接
種
間
隔
は
、1

回
目
接
種
後
、3
週
間
あ
け
て
2
回
目

を
受
け
、2
回
目
接
種
後
、8
週
間
あ

け
て
3
回
目
を
受
け
ま
す
。

　
な
お
、3
回
接
種
ま
で
の
間
に
5
歳

に
到
達
し
た
方
は
引
き
続
き
6
ヵ
月
〜

4
歳
用
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

　
1
回
目
の
接
種
前
に
5
歳
に
到
達

し
た
場
合
は
、5
〜
11
歳
用
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。予
診
票
は
お

手
元
に
届
い
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
追

加
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。（
令
和
４

年
秋
開
始
接
種
）

●
対
象
者

１
・
２
回
目
接
種
を
完
了
し
た
５
〜
11

歳
の
方

※
乳
幼
児
接
種
で
初
回
接
種（
計
３

回
）を
完
了
し
、そ
の
後
、５
歳
に
到
達

し
た
方
も
対
象
で
す
。

※
従
来
型
ワ
ク
チ
ン
で
追
加
接
種（
３

回
目
の
接
種
）を
受
け
た
方
も
対
象
で

す
。3
回
目
の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方

に
つ
い
て
は
、個
別
に
通
知
を
し
ま
す

が
、前
回
接
種
時
の
住
民
票
所
在
地
が

下
仁
田
町
以
外
で
あ
っ
た
方
な
ど
は
接

種
券
発
行
の
た
め
の
申
請
が
必
要
で

す
。

※
初
回
接
種
が
ま
だ
の
方
は
従
来
型

ワ
ク
チ
ン
で
の
１
・
２
回
目
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
間
隔
　
最
後
の
接
種
か
ら
３

か
月
以
上
あ
け
て
接
種
し
ま
す
。

●
接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期

　
小
児（
5
〜
11
歳
）は
接
種
開
始
か

ら
の
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、令
和
4

年
秋
開
始
接
種
は
、令
和
5
年
8
月
ま

で
の
予
定
で
す
。た
だ
し
、基
礎
疾
患
の

有
無
に
よ
り
、追
加
接
種
が
可
能
な
回

数
が
異
な
り
ま
す
。

※
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
等
に
つ
い
て

は
、令
和
５
年
春
開
始
接
種
と
し
て
、

令
和
４
年
秋
開
始
接
種
と
は
別
に
１

回
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
小
児
用
ワ
ク
チ
ン（
コ

ミ
ナ
テ
ィ
筋
注
5
〜
11
歳
用
）

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
５
４
９
０

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/9（火）

１０：００～１１：３０

ワクチン接種についてワクチン接種について

　近年は、家の庭や田畑の周りでのたき
火から山林に燃え広がる事例などが多く
なっています。緑の森林を守るためには、
ちょっとした不注意による「小さな火」か
ら起こる火災を減らしていくことが大切で
す。特に以下のようなことに注意し、山火
事予防を心がけましょう。
・枯れ草等の近くなど、周囲に燃え広がる
恐れのある場所でたき火等をしない
・乾燥注意報の発令時や風の強い時は、火
の取扱に特に注意し、たき火等をしない
・火気の使用中はその場を離れない。使
用後は確実に消火する
・たばこの吸いがら、使用後の花火や炭、
焼却灰などは、必ず消火を確認してから、
適切に処分する
・火遊びはしない、させない
●問い合わせ
下仁田消防署　☎82―2229
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行政情報行政情報

　
教
育
委
員
会
が
下
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
２
０

１
会
議
室
に
て
受
付
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
開
催
日

令
和
５
年
５
月
26
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分
（
午
後

３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会
議
室

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
そ
の
際

に
は
、
会
場
か
ら
ご
退
室
い
た
だ
き

ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

は
５
月
12
日
か
ら
18
日
の
１
週
間
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
周
知
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
「
活
動
強

化
週
間
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
活

動
強
化
週
間
中
の
金
曜
日
（
12
日
）

を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

の
一
斉
取
り
組
み
日
と
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

◯
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
住
民
の
立
場
に
た
ち
地
域
福
祉
の

た
め
に
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
40
名
の
方
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

◯
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

が
安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期

的
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一

員
と
し
て
、
担
当
地
区
の
住
民
か
ら

５
月
12
日（
金
）は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
専
門
機
関
を
紹
介
す
る
つ
な
ぎ

役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に
は

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る
「
主

任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。
担
当
地

区
は
も
た
ず
、
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子

育
て
の
支
援
、
児
童
健
全
育
成
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が

あ
る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の
人

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64―

８
８
０
３

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う
個
人

又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、

下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支

出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、

同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

　自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在で、運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税されます。５月
上旬に自動車税事務所から送付される納税通知書により、納期限までに納めてください。
●納税場所　県内の金融機関のほか、「地方税統一ＱＲコード」対応の全国の金融機関、郵便局、県自動車税事
務所、行政県税事務所、コンビニエンスストアでの納税に加え、「地方税お支払サイト」を利用して、クレジットカー
ドやインターネットバンキングで納税できます。また、スマートフォンアプリやPay-easy（ペイジー）対応のインター
ネットバンキング・ＡＴＭからも納付できます。
※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※詳しくは５月に送付される納税通知書、または群馬県ホームページ【(https://www.pref.gunma.jp/)にアクセス
し、「自動車税特集」で検索】でご確認ください。
●問い合わせ　富岡行政県税事務所　　☎0274―63―2245
　　　　　　　群馬県自動車税事務所　☎027―263―4343
※ご注意　軽自動車、バイク及びトラクターなどの軽自動車税（種別割）は町に納める税金です。納税場所は、送
付される納税通知書や役場住民税務課税務係☎82―2113（直通）へお尋ねにより確認してください。軽自動車
税（種別割）についても納期限【５月３１日（水）】までに納税してください。

自動車税（種別割）は
５月３１日（水）までに忘れずに！

　自動車税（県税）を役場会計課窓口で納付していただくと、その取扱い事務費として、後日県から納付額の２％
が町に交付されます。
　昨年度町では約1,292万円の県税を取扱い、その事務費として約25万円が県から交付され、町の貴重な財源
となりました。
　自動車税（県税）を納付の際は、役場会計課窓口をご利用いただき、町の収入増にご協力ください。
※不動産取得税や個人の事業税（県税）も役場会計課窓口で納付できます。
●問い合わせ　会計課　☎82―2114（直通）

自動車税等の役場会計課での納付のお願い

　障害者手帳をお持ちの方で、軽自動車の所有者が、障害の程度など一定の条件を満たしている場合には、申請
により軽自動車税（種別割）が減免になる制度があります。役場に納税通知書・障害者手帳・運転免許証をお持ち
いただき、減免申請をしてください。なお、普通自動車にも同様の制度がありますが、どちらも所有している場合、
減免をすることができるのはどちらか1台のみです。
　特種用途自動車（身体障害者用の車両）の所有者は、その形状により該当するものは減免の対象となります。役
場に納税通知書・運転免許証・車検証・特別な仕様が確認できる書類をお持ちいただき、減免申請をしてくださ
い。
●車検を必要とする車両で、口座振替をした場合の車検用納税証明書について 
　車検を必要とする車両で、軽自動車税（種別割）を口座振替で納付いただいた方には、車検に必要な納税証明
書を６月中旬に発送いたします。
　その証明書が届くまでの間に、納税証明書が早急に必要な場合は、軽自動車税が振替されたことを記帳した通
帳を持参して、町役場税務係へお越しください。振替が確認できれば、「税証明等交付（閲覧）申請書」の提出によ
り、その場で納税証明書を発行いたします。
●問い合わせ　住民税務課税務係　☎82―2113（直通）

軽自動車税（種別割）の減免申請は５月２４日（水）までに！

1

2

3

4

5

支出日

3月14日

3月26日

3月分

3月分

3月分

支出区分

会費

会費

弔慰

弔慰

その他

東海ガス ( 株 ) 情報交換会

山際稲荷神社例大祭

葬儀生花 2件

葬儀香典 2件

手土産代 4件

支出金額

5,000

5,000

20,000

8,000

15,160

53,160

支出内容支

(3月分) (単位:円)

3月分 計

13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 12広
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教
育
委
員
会
が
下
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
２
０

１
会
議
室
に
て
受
付
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
開
催
日

令
和
５
年
５
月
26
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分
（
午
後

３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会
議
室

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
そ
の
際

に
は
、
会
場
か
ら
ご
退
室
い
た
だ
き

ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

は
５
月
12
日
か
ら
18
日
の
１
週
間
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
周
知
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
「
活
動
強

化
週
間
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
活

動
強
化
週
間
中
の
金
曜
日
（
12
日
）

を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

の
一
斉
取
り
組
み
日
と
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

◯
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
住
民
の
立
場
に
た
ち
地
域
福
祉
の

た
め
に
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
40
名
の
方
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

◯
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

が
安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期

的
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一

員
と
し
て
、
担
当
地
区
の
住
民
か
ら

５
月
12
日（
金
）は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
専
門
機
関
を
紹
介
す
る
つ
な
ぎ

役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に
は

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る
「
主

任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。
担
当
地

区
は
も
た
ず
、
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子

育
て
の
支
援
、
児
童
健
全
育
成
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が

あ
る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の
人

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64―
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●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う
個
人

又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、

下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支

出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、

同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

　自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在で、運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税されます。５月
上旬に自動車税事務所から送付される納税通知書により、納期限までに納めてください。
●納税場所　県内の金融機関のほか、「地方税統一ＱＲコード」対応の全国の金融機関、郵便局、県自動車税事
務所、行政県税事務所、コンビニエンスストアでの納税に加え、「地方税お支払サイト」を利用して、クレジットカー
ドやインターネットバンキングで納税できます。また、スマートフォンアプリやPay-easy（ペイジー）対応のインター
ネットバンキング・ＡＴＭからも納付できます。
※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※詳しくは５月に送付される納税通知書、または群馬県ホームページ【(https://www.pref.gunma.jp/)にアクセス
し、「自動車税特集」で検索】でご確認ください。
●問い合わせ　富岡行政県税事務所　　☎0274―63―2245
　　　　　　　群馬県自動車税事務所　☎027―263―4343
※ご注意　軽自動車、バイク及びトラクターなどの軽自動車税（種別割）は町に納める税金です。納税場所は、送
付される納税通知書や役場住民税務課税務係☎82―2113（直通）へお尋ねにより確認してください。軽自動車
税（種別割）についても納期限【５月３１日（水）】までに納税してください。

自動車税（種別割）は
５月３１日（水）までに忘れずに！

　自動車税（県税）を役場会計課窓口で納付していただくと、その取扱い事務費として、後日県から納付額の２％
が町に交付されます。
　昨年度町では約1,292万円の県税を取扱い、その事務費として約25万円が県から交付され、町の貴重な財源
となりました。
　自動車税（県税）を納付の際は、役場会計課窓口をご利用いただき、町の収入増にご協力ください。
※不動産取得税や個人の事業税（県税）も役場会計課窓口で納付できます。
●問い合わせ　会計課　☎82―2114（直通）

自動車税等の役場会計課での納付のお願い

　障害者手帳をお持ちの方で、軽自動車の所有者が、障害の程度など一定の条件を満たしている場合には、申請
により軽自動車税（種別割）が減免になる制度があります。役場に納税通知書・障害者手帳・運転免許証をお持ち
いただき、減免申請をしてください。なお、普通自動車にも同様の制度がありますが、どちらも所有している場合、
減免をすることができるのはどちらか1台のみです。
　特種用途自動車（身体障害者用の車両）の所有者は、その形状により該当するものは減免の対象となります。役
場に納税通知書・運転免許証・車検証・特別な仕様が確認できる書類をお持ちいただき、減免申請をしてくださ
い。
●車検を必要とする車両で、口座振替をした場合の車検用納税証明書について 
　車検を必要とする車両で、軽自動車税（種別割）を口座振替で納付いただいた方には、車検に必要な納税証明
書を６月中旬に発送いたします。
　その証明書が届くまでの間に、納税証明書が早急に必要な場合は、軽自動車税が振替されたことを記帳した通
帳を持参して、町役場税務係へお越しください。振替が確認できれば、「税証明等交付（閲覧）申請書」の提出によ
り、その場で納税証明書を発行いたします。
●問い合わせ　住民税務課税務係　☎82―2113（直通）

軽自動車税（種別割）の減免申請は５月２４日（水）までに！

1

2

3

4

5

支出日

3月14日

3月26日

3月分

3月分

3月分

支出区分

会費

会費

弔慰

弔慰

その他

東海ガス ( 株 ) 情報交換会

山際稲荷神社例大祭

葬儀生花 2件

葬儀香典 2件

手土産代 4件

支出金額

5,000

5,000

20,000

8,000

15,160

53,160

支出内容支

(3月分) (単位:円)

3月分 計

13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 12広
報しもにた



　事業者の方向けにインボイス制度に関する説明会（事前登録制）を開催します。
令和５年５月及び６月に各２回程度、富岡税務署において、令和５年10月から開
始する消費税のインボイス制度の概要や消費税の基本的な仕組みについて説明
を行いますので、ぜひご参加ください。
　詳しい開催情報は、国税庁ホームページをご覧ください。
　新型コロナウイルス感染症の感染状況等により説明会の開催を延期又は中止する場合があります。
来場に当たっては、公共交通機関をご利用ください。
●問い合わせ　富岡税務署　法人課税部門　☎0274―63―2524（直通）

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

行政情報行政情報

●開催日時
６月18日（日）午前10時～午後４時
・こんにゃく手作り体験－講師にはあのこんにゃく達人が！楽しいこと間違いなしです！
・あじさい園散策・交流会
●募集人数　男女各10～15名　●年齢　30歳前後～40代半ば位まで
●料金　男性３，５００円　女性２，０００円
●お申込み方法　メールにて（prior.party@prior.co.jp）
件名　下仁田イベント申込
本文　①氏名・性別　②年齢：生年月日　③職業　④携帯番号　⑤お住まい（市町村·他）をご記入ください
●応募期間　5月1日（月）～6月3日（土）➡抽選制（町内在住・在勤の方は優先）
◇町内在住・在勤の方は、婚活や結婚に向けての個別相談（無料）を承ります。
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国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
１
６
、
５
２
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月

末
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
５
年
度
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お

近
く
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・

個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な

く
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ

り
割
引
率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を

免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
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当
組
合
で
は
、
令
和
５
年
７
月
１

日
付
け
採
用
予
定
の
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
採
用
試
験
等
、
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
受
験
資
格

・
高
校
卒
業
程
度
以
上
、
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と

●
試
験
内
容

・
書
類
審
査
及
び
面
接
に
よ
る

●
試
験
日

・
日
時

令
和
５
年
６
月
中
旬
を
予
定

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

臨
時
職
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

・
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
受
付
期
間

・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
を
添
付

・
５
月
１
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
そ
の
他

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

☎
64―

８
８
１
１

◯
固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　
町
で
は
、納
税
者
が
他
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、自
分

の
土
地
や
家
屋
に
関
す
る
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た

め
、次
の
よ
う
に
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
期
間

５
月
31
日（
水
）ま
で（
土
・
日
曜
日
、祝

祭
日
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所

役
場
住
民
税
務
課
税
務
係

●
縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
縦
覧
で
き
る
人

町
内
に
資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務

者（
納
税
者
）と
そ
の
代
理
人
及
び
同

居
の
親
族

●
縦
覧
内
容

土
地
は
地
番
、地
目
、地
積
、価
格
。家

屋
は
地
番
、種
類
、構
造
、床
面
積
、価

格
。

　◯
固
定
資
産
税
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て

　
閲
覧
制
度
で
は
、借
地
・
借
家
人
等

に
対
し
て
、使
用
又
は
収
益
の
部
分
に

つ
い
て
の
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
が

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

随
時（
土
・
日
曜
日
、祝
祭
日
を
除
く
）

●
閲
覧
場
所

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
と

第
1
期
納
期
に
つ
い
て

役
場
　
住
民
税
務
課
　
税
務
係

●
閲
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
閲
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
と
そ

の
代
理
人

②
借
地
人
・
借
家
人（
家
屋
の
敷
地
の

閲
覧
を
含
む
）

③
固
定
資
産
を
処
分
で
き
る
人（
所
有

者
、商
法
の
管
理
人
、破
産
管
財
人
な

ど
）

●
閲
覧
内
容

土
地
は
、所
有
者
、所
在
、地
番
、地
目
、

地
積
、評
価
額
、課
税
標
準
額
。

家
屋
は
、所
有
者
、所
在
、種
類
、構
造
、

床
面
積
、基
準
年
度
の
価
格
、課
税
標

準
額
。

令
和
５
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
納

期
限
　
５
月
31
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ

税
務
係
　
☎
82―

２
１
１
３

・
町
県
民
税
の
納
付
方
法
が
給
与
特
徴

（
給
与
か
ら
天
引
き
）の
方

　
令
和
５
年
度
町
県
民
税
の
税
額
決

定
通
知
書
を
、５
月
12
日
に
勤
務
先
の

事
業
所
宛
に
発
送
い
た
し
ま
す
。納
付

方
法
が
給
与
特
徴
の
み
の
方
は
、５
月

12
日
か
ら
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き

ま
す
。

・
町
県
民
税
の
納
付
方
法
が
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
）や
年

金
特
徴（
年
金
か
ら
天
引
き
）の
方

令
和
５
年
度
町
県
民
税
の
税
額
決
定

通
知
書
を
、６
月
９
日
に
ご
本
人
様
宛

令
和
５
年
度
の
所
得
・
課
税（
非
課
税
）証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て

に
発
送
い
た
し
ま
す
。各
種
証
明
書
は
、

６
月
９
日
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

な
お
、３
月
16
日
以
降
に
確
定
申
告
や

町
県
民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、上
記
の
日
程
に
各
種
証
明

書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―
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1
1
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　事業者の方向けにインボイス制度に関する説明会（事前登録制）を開催します。
令和５年５月及び６月に各２回程度、富岡税務署において、令和５年10月から開
始する消費税のインボイス制度の概要や消費税の基本的な仕組みについて説明
を行いますので、ぜひご参加ください。
　詳しい開催情報は、国税庁ホームページをご覧ください。
　新型コロナウイルス感染症の感染状況等により説明会の開催を延期又は中止する場合があります。
来場に当たっては、公共交通機関をご利用ください。
●問い合わせ　富岡税務署　法人課税部門　☎0274―63―2524（直通）

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

行政情報行政情報

●開催日時
６月18日（日）午前10時～午後４時
・こんにゃく手作り体験－講師にはあのこんにゃく達人が！楽しいこと間違いなしです！
・あじさい園散策・交流会
●募集人数　男女各10～15名　●年齢　30歳前後～40代半ば位まで
●料金　男性３，５００円　女性２，０００円
●お申込み方法　メールにて（prior.party@prior.co.jp）
件名　下仁田イベント申込
本文　①氏名・性別　②年齢：生年月日　③職業　④携帯番号　⑤お住まい（市町村·他）をご記入ください
●応募期間　5月1日（月）～6月3日（土）➡抽選制（町内在住・在勤の方は優先）
◇町内在住・在勤の方は、婚活や結婚に向けての個別相談（無料）を承ります。
　応募期間内に上記のメールもしくはお電話でご相談希望日をお知らせ下さい。　　
●問い合わせ
（運営委託）：プリオホールディングス　婚活事務局　金井（☎０８０―２０７７―５９６０）まで

令和５年度　第１回婚活イベント

インボイス制度に関する説明会のお知らせ

インボイス制度
説明会

～下仁田を巡る・めぐり逢い♡GO‒EN（ご縁）を～大人の修学旅行
こんにゃく手づくり体験＆あじさい園
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円
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す
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納
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限
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対
象
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翌
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末
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休
日
の
場
合
は
翌
営
業
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）
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す
。
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送
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５
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度
国

民
年
金
保
険
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納
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書
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よ
り
お

近
く
の
金
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機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
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ト
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な
ど
で
納
付
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お
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し
ま
す
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保
険
料
を
納
め
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い
な
い
期
間
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・

個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な

く
便
利
な
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座
振
替
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
現
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で
納
付
す
る
よ

り
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引
率
も
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き
く
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得
な
振
替
方

法
も
あ
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ま
す
の
で
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利
用
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だ
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保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
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を

免
除
や
猶
予
さ
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る
制
度
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あ
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す
。
希
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ん
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当
組
合
で
は
、
令
和
５
年
７
月
１

日
付
け
採
用
予
定
の
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
採
用
試
験
等
、
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
受
験
資
格

・
高
校
卒
業
程
度
以
上
、
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と

●
試
験
内
容

・
書
類
審
査
及
び
面
接
に
よ
る

●
試
験
日

・
日
時

令
和
５
年
６
月
中
旬
を
予
定

甘
楽
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部
環
境
衛
生
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設
組
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計
年
度
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員
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募
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ま
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・
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所
　
下
仁
田
町
役
場

●
受
付
期
間

・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
を
添
付

・
５
月
１
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
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そ
の
他

●
申
し
込
み
・
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い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
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◯
固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
に
つ
い
て

　
町
で
は
、納
税
者
が
他
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、自
分

の
土
地
や
家
屋
に
関
す
る
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た

め
、次
の
よ
う
に
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
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間

５
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31
日（
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土
・
日
曜
日
、祝

祭
日
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所

役
場
住
民
税
務
課
税
務
係

●
縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
縦
覧
で
き
る
人

町
内
に
資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務

者（
納
税
者
）と
そ
の
代
理
人
及
び
同

居
の
親
族

●
縦
覧
内
容

土
地
は
地
番
、地
目
、地
積
、価
格
。家

屋
は
地
番
、種
類
、構
造
、床
面
積
、価

格
。

　◯
固
定
資
産
税
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て

　
閲
覧
制
度
で
は
、借
地
・
借
家
人
等

に
対
し
て
、使
用
又
は
収
益
の
部
分
に

つ
い
て
の
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
が

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

随
時（
土
・
日
曜
日
、祝
祭
日
を
除
く
）

●
閲
覧
場
所

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
と

第
1
期
納
期
に
つ
い
て

役
場
　
住
民
税
務
課
　
税
務
係

●
閲
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
閲
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
と
そ

の
代
理
人

②
借
地
人
・
借
家
人（
家
屋
の
敷
地
の

閲
覧
を
含
む
）

③
固
定
資
産
を
処
分
で
き
る
人（
所
有

者
、商
法
の
管
理
人
、破
産
管
財
人
な

ど
）

●
閲
覧
内
容

土
地
は
、所
有
者
、所
在
、地
番
、地
目
、

地
積
、評
価
額
、課
税
標
準
額
。

家
屋
は
、所
有
者
、所
在
、種
類
、構
造
、

床
面
積
、基
準
年
度
の
価
格
、課
税
標

準
額
。

令
和
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度
固
定
資
産
税
第
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期
納
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限
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日（
水
）
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問
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せ

税
務
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２
１
１
３

・
町
県
民
税
の
納
付
方
法
が
給
与
特
徴

（
給
与
か
ら
天
引
き
）の
方

　
令
和
５
年
度
町
県
民
税
の
税
額
決

定
通
知
書
を
、５
月
12
日
に
勤
務
先
の

事
業
所
宛
に
発
送
い
た
し
ま
す
。納
付

方
法
が
給
与
特
徴
の
み
の
方
は
、５
月

12
日
か
ら
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き

ま
す
。

・
町
県
民
税
の
納
付
方
法
が
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
）や
年

金
特
徴（
年
金
か
ら
天
引
き
）の
方

令
和
５
年
度
町
県
民
税
の
税
額
決
定

通
知
書
を
、６
月
９
日
に
ご
本
人
様
宛

令
和
５
年
度
の
所
得
・
課
税（
非
課
税
）証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て

に
発
送
い
た
し
ま
す
。各
種
証
明
書
は
、

６
月
９
日
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

な
お
、３
月
16
日
以
降
に
確
定
申
告
や

町
県
民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、上
記
の
日
程
に
各
種
証
明

書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

2
1
1
3

15 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 14広
報しもにた
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☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　新緑の季節の青岩公園や昭和レトロな町並み
を巡ります。普段何気なく見ている景色に隠さ
れた秘密をジオガイドと一緒に解き明かしてみ
ませんか！

●日　時　5月 13日（土）10時～ 12時
●集　合　下仁田駅
●参加費　500 円
●持ち物　歩きやすい靴・動きやすい服・
　　　　　飲料など
●申込み　下仁田町自然史館へ（5月 8日まで）
●定　員　20名（先着順）

　５月のジオの日清掃は下仁田インター周
辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。

●日　時　5月 20日（土）
　　　　　午前 8時 00分から
●集　合　しもにた納豆南田本店　駐車場
●持ち物　軍手、長靴など作業しやすい
　　　　　服装

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー第2弾
　中之条町には、国指定のチャツボミゴケ公園
がありますが、最近下仁田町でも見つかりました。

　コケの調査を行っ
たぐんま鉱山研究会
によるコケの観察会
が開催されます。
　この機会にぜひご
参加ください。

●日　時　5月 20日（土）10時～ 12時
●集　合　南野牧中芦公会堂
　　　　　（集合場所がわかりづらい場合は荒船の湯へ
　　　　　　9 時 50 分までにお集まりください。研究
　　　　　　会メンバーが誘導します）

●持ち物　動きやすい服・長靴（河原を歩きます）
●問い合わせ先　下仁田町自然史館
悪天候の際は、公会堂内で説明会を行います。

※希望者には、午後に周りの鉱山周辺もご案内します。
（昼食を持参して下さい）

下仁田町の珍しいコケ見学してみませんか？

各行事に参加される方はマスク着用でご参加ください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

下仁田ジオパーク学術奨励金
成果報告会を開催しました
下仁田ジオパーク学術奨励金
成果報告会を開催しました
　下仁田町では、下仁田の自然や歴史など
の地域にある資源を調査研究する研究者の
支援を行っています。３月に、研究成果報
告会を行いました。

　令和４年度の「根なし山」「カワノリ」
に関する研究のほか感染症拡大の影響で報
告会の開催できなかった３年度の「鍾乳洞
の生き物」や「カタツムリ」の研究成果を
それぞれ報告していただきました。
　こうした研究成果を新しい体験プログラ
ム開発などジオパーク推進に活かしていき
たいと思います。

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
来
客
に
自
画
自
賛
の
春
万
菜

　
　

  

　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
中
小
坂
世
界
に
誇
る
鉄
の
山

　
　
　

  

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
荒
船
山
春
へ
こ
ぎ
出
す
か
じ
を
取
り

　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
八
重
桜
道
行
く
人
が
立
ち
止
ま
る  

　
　（
吉

　崎
）

　山
崎

　照
子

■
梅
咲
き
し
花
粉
の
中
で
イ
モ
植
る
る
か
す
み
が
か
り
ひ
か
り
届
か
ず
（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
河
津
桜
妙
義
山
麓
道
の
駅
貴
香
こ
ぼ
し
て
小
枝
は
ゆ
れ
る

　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
遥
か
な
る
旅
路
を
終
え
て
下
仁
田
の
青
き
大
地
に
着
き
し
く
り
っ
ぺ
（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
老
木
に
つ
む
じ
風
吹
き
花
び
ら
は
う
ば
わ
れ
る
ご
と
花
む
し
ろ
に
な
る
（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
願
う
日
は
必
ず
来
る
と
そ
の
日
ま
で
く
じ
け
ず
生
き
て
夕
焼
け
笑
顔

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

さ

■
啓
蟄
や
耳
穴
の
奥
こ
そ
ば
ゆ
し

　
　
　工
藤

　初
恵

■
足
も
と
に
新
な
た
命
下
萌
ゆ
る

　
　
　高
田

　ト
ク

■
山
動
く
如
く
に
杉
の
花
粉
か
な

　
　
　斉
藤

　悦
子

■
雨
し
ず
く
芽
吹
く
命
を
抱
く
や
う
に

　須
藤

　禮
子

■
毎
日
が
し
あ
わ
せ
と
決
め
春
シ
ョ
ー
ル

　永
井

　波
江

　 ■
化
粧
水
振
れ
ば
春
立
つ
音
の
し
て

　
　
　佐
藤

　信
香

■
あ
き
る
ほ
ど
春
日
に
座
り
待
つ
修
理

　
　吉
田

　文
子

■
川
音
に
添
い
た
る
道
や
草
萌
え
る

　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
蕗
の
と
う
摘
め
ば
濃
く
な
る
日
の
匂
い

　今
井

　陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
五
年
三
月
句
会
】

（なかよし）

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名

扶桑社

フジテレビジョン

集英社

扶桑社

岡本さとる

鈴木英治

佐々木裕一

野本麻紀

藤白　圭

佐伯泰英

中山七里

磯田道史

鈴木のりたけ

新井洋行

宮本えつよし

永田浩一

著者名

小川　哲

佐藤厚志

髙田　郁

松本ぷりっつ

川口俊和

西條奈加

佐伯泰英

養老孟司

東野圭吾

清武英利

夕木春央

小川　哲

とよたかずひこ

真造圭伍

書名

天然生活　2023.　3月

ESSE 2023.3

LEE 2023.3

天然生活　2023.　4月

居酒屋お夏春夏秋冬　根深汁

口入屋用心棒49　隠し船の館

新・浪人若さま新見左近12　すももの縁

難しくない物理学

5分シリーズ+

吉原裏同心19～22

祝祭のハングマン

日本史を暴く

大ピンチずかん

ナマケモノヨガ

きみも運転手になれる！パノラマずかん」運転席

はしれ！えいこうのかなたへ（じどううんてん）

書名

地図の拳

荒地の家族

駅の名は夜明

うちの3ねこ　6

やさしさを忘れぬうちに

とりどりみどり

吉原裏同心23・24・39

ものがわかるということ

魔女と過ごした七日間

どんがらトヨタエンジニアの反骨

方舟

君のクイズ

ももんちゃんとももんがくん

おしゃれな庭の舞台裏365日花あふれる庭のガーデニング

ひらやすみ①～⑤

３
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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れた秘密をジオガイドと一緒に解き明かしてみ
ませんか！
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●持ち物　歩きやすい靴・動きやすい服・
　　　　　飲料など
●申込み　下仁田町自然史館へ（5月 8日まで）
●定　員　20名（先着順）

　５月のジオの日清掃は下仁田インター周
辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。

●日　時　5月 20日（土）
　　　　　午前 8時 00分から
●集　合　しもにた納豆南田本店　駐車場
●持ち物　軍手、長靴など作業しやすい
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＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
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０
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　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー第2弾
　中之条町には、国指定のチャツボミゴケ公園
がありますが、最近下仁田町でも見つかりました。

　コケの調査を行っ
たぐんま鉱山研究会
によるコケの観察会
が開催されます。
　この機会にぜひご
参加ください。

●日　時　5月 20日（土）10時～ 12時
●集　合　南野牧中芦公会堂
　　　　　（集合場所がわかりづらい場合は荒船の湯へ
　　　　　　9 時 50 分までにお集まりください。研究
　　　　　　会メンバーが誘導します）

●持ち物　動きやすい服・長靴（河原を歩きます）
●問い合わせ先　下仁田町自然史館
悪天候の際は、公会堂内で説明会を行います。

※希望者には、午後に周りの鉱山周辺もご案内します。
（昼食を持参して下さい）

下仁田町の珍しいコケ見学してみませんか？

各行事に参加される方はマスク着用でご参加ください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
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下仁田ジオパーク学術奨励金
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支援を行っています。３月に、研究成果報
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　令和４年度の「根なし山」「カワノリ」
に関する研究のほか感染症拡大の影響で報
告会の開催できなかった３年度の「鍾乳洞
の生き物」や「カタツムリ」の研究成果を
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ム開発などジオパーク推進に活かしていき
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方舟

君のクイズ

ももんちゃんとももんがくん

おしゃれな庭の舞台裏365日花あふれる庭のガーデニング

ひらやすみ①～⑤

３
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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後
の
放
置
果
実
は
適
切
に
除
去
す

る
。

・
ク
マ
は
、
収
穫
物
収
納
庫
に
入
り

込
ん
で
採
食
す
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
収
納
庫
は
き
ち
ん
と
施
錠
す
る

な
ど
管
理
を
徹
底
す
る
。

・
草
刈
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
の
揮
発
性
物
質
も
、
ク
マ
の

誘
引
物
と
な
る
た
め
、
保
管
場
所
等

に
注
意
す
る
。

●
も
し
も
、ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
ら
（
近
く
に
ク
マ
が
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
場
合
）

・
落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背
を
向
け

ず
に
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
を
驚
か
す
の
で
、
大
声
を
出

し
た
り
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

　
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
数
の
減
少
及
び
吸

血
被
害
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
ヤ
マ

ビ
ル
駆
除
剤
購
入
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

・
駆
除
剤
購
入
金
額
の
２
分
の
１
以

内
（
駆
除
剤
の
購
入
金
額
が
5
，

0
0
0
円
未
満
の
も
の
は
補
助
外
）

の
額
を
補
助

・
忌
避
剤
（
ス
プ
レ
ー
式
）
は
対
象
外

・
医
療
法
人
大
和
会
西
毛
病
院

●
持
参
品

・
筆
記
用
具
・
上
履
き（
白
）・
靴
下
・

ベ
ル
ト（
男
子
の
み
）

・
髪
の
長
い
人
は
髪
を
ま
と
め
る
ゴ

ム
や
ピ
ン
、バ
レ
ッ
タ
等

・
白
の
T
シ
ャ
ツ
や
タ
ン
ク
ト
ッ
プ（
白

衣
の
下
に
着
用
）

・
お
弁
当
及
び
水
分

●
申
し
込
み
方
法

・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
住
所
・

電
話
番
号

・
白
衣
の
サ
イ
ズ
（
S
・
M
・
L
・

LL
・
3L
）

※
パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
白
衣
の
た
め
、
身

長
と
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。以
上
を
記
入
の
上
、
返
信

用
封
筒
同
封
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
先

各
病
院
、
看
護
部
長
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

「
公
立
富
岡
総
合
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
3
1
6

富
岡
市
富
岡
2
0
7
3
番
地
1

看
護
部
長
　
津
金
澤
　
理
恵
子
ま
で

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
1
1
1

℻
0
2
7
4
―
64
―
3
3
7
7

お知らせ版お知らせ版
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た
い
」

な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も

厳
守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。心
配
ご
と
相
談
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
９
日
・
６
月
６
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
　

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

ま
で

「
公
立
七
日
市
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
3
4
3

富
岡
市
七
日
市
6
4
3

看
護
部
長
　
篠
崎
　
美
和
子
ま
で

☎
0
2
7
4
―
62
―
5
1
0
0

℻
0
2
7
4
―
62
―
5
2
1
1

「
下
仁
田
厚
生
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
6
0
1

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
4
0
9

看
護
部
長
　
神
戸
　
優
子
ま
で

☎
0
2
7
4
―
82
―
3
5
5
5

℻
0
2
7
4
―
82
―
5
9
9
8

「
医
療
法
人
大
和
会
西
毛
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
4
5
5

富
岡
市
神
農
原
5
5
9
―
1

看
護
部
長
　
工
藤
　
昭
ま
で

☎
0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6

℻
0
2
7
4
―
64
―
3
8
2
6

●
締
め
切
り

令
和
5
年
6
月
9
日（
金
）

応
募
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
調
整

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
そ
の
他

お
弁
当
及
び
水
分
は
各
自
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

主
催
　
群
馬
県
看
護
協
会
富
岡
地

区
支
部

共
催
　
群
馬
県
看
護
協
会

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
な
ど

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
15

日（
月
）、17
日（
水
）、22
日（
月
）、26

日（
金
）、29
日（
月
）の
午
後
、小
児
科

医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

あ
な
た
も
看
護
師
と
一
緒
に
「
一
日
看

護
体
験
」し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
実
施
日
時

令
和
5
年
7
月
26
日（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
対
象

高
校
生
40
〜
50
名

●
内
容

病
院
見
学
・
白
衣
で
記
念
撮
影

看
護
ケ
ア
体
験（
検
温
、
清
潔
の
ケ
ア

な
ど
）

●
実
施
施
設

・
公
立
富
岡
総
合
病
院

・
公
立
七
日
市
病
院

・
下
仁
田
厚
生
病
院

・
券
面
事
項
更
新

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
、
申
請
は
行
え
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
7
8
3
―
5
7
8

　
農
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
ク
マ
と

の
不
意
の
遭
遇
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

（
１
）
農
作
業
を
行
う
際
に
注
意
す

べ
き
事
項

・
作
業
中
に
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
で
る

物
を
携
帯
す
る
な
ど
、
自
分
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

・
ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
、

夕
方
の
作
業
時
に
は
、
周
囲
に
気
を

付
け
る
。

・
森
林
、
斜
面
な
ど
の
そ
ば
の
農
地

は
、
ク
マ
の
出
没
ル
ー
ト
と
な
り
や

す
い
の
で
特
に
注
意
し
、
周
囲
の
低

木
の
刈
り
払
い
な
ど
を
行
う
。

・
頻
繁
に
ク
マ
が
出
没
す
る
地
域
に

お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
単
独
で
の

作
業
は
避
け
る
。

（
２
）
誘
引
物
の
除
去

・
ク
マ
類
を
誘
引
す
る
生
ゴ
ミ
や
野

菜
・
果
実
の
廃
棄
残
さ
等
の
適
切
な

処
理
。

・
農
地
で
は
果
樹
園
が
最
も
被
害
を

受
け
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
収
穫

　
５
月
11
日
（
木
）
か
ら
５
月
20
日

（
土
）
の
10
日
間
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
重
点
項
目

・
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
の
確
保

・
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安

全
運
転
意
識
の
向
上

・
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交

通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

○
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
急
い
で
る
　
焦
る
気
持
ち
が
　

事
故
を
呼
ぶ
」

○
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
ん
ぜ
ん
は 

い
の
ち
を
ま
も
る 

だ
い
一
歩
」

　
公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
更
改
作

業
の
た
め
、令
和
5
年
4
月
29
（
土
）

〜
5
月
7
日
（
日
）
は
電
子
証
明
書

及
び
一
部
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

業
務
が
行
え
ま
せ
ん
。
実
施
で
き
な

い
業
務
は
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。

・
電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
・
失

効
業
務

・
暗
証
番
号
の
初
期
化

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

シ
ス
テ
ム
運
用
停
止
に
伴
う

一部
業
務
の
停
止
に
つ
い
て

人
権
相
談

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入
費

補
助
金
に
つ
い
て

２
０
２
３
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
西
部

行
政
相
談

・
１
戸
当
た
り
年
間
補
助
上
限
は
、

1
0
，
0
0
0
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

●
日
時
　
5
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
雨
天
決
行
）

●
会
場
　
富
岡
市
立
富
岡
小
学
校

校
庭
、
体
育
館

●
内
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

地
震
体
験
車
、
抽
選
会
、
模
擬
店
、

な
ど

●
問
い
合
わ
せ

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会
富
岡

市
富
岡
３
７
９
富
岡
市
勤
労
者
会

館
内

☎
0
2
7
4
―
6
4
―
0
5
5
7
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後
の
放
置
果
実
は
適
切
に
除
去
す

る
。

・
ク
マ
は
、
収
穫
物
収
納
庫
に
入
り

込
ん
で
採
食
す
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
収
納
庫
は
き
ち
ん
と
施
錠
す
る

な
ど
管
理
を
徹
底
す
る
。

・
草
刈
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
の
揮
発
性
物
質
も
、
ク
マ
の

誘
引
物
と
な
る
た
め
、
保
管
場
所
等

に
注
意
す
る
。

●
も
し
も
、ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
ら
（
近
く
に
ク
マ
が
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
場
合
）

・
落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背
を
向
け

ず
に
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。

・
ク
マ
を
驚
か
す
の
で
、
大
声
を
出

し
た
り
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

　
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
数
の
減
少
及
び
吸

血
被
害
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
ヤ
マ

ビ
ル
駆
除
剤
購
入
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

・
駆
除
剤
購
入
金
額
の
２
分
の
１
以

内
（
駆
除
剤
の
購
入
金
額
が
5
，

0
0
0
円
未
満
の
も
の
は
補
助
外
）

の
額
を
補
助

・
忌
避
剤
（
ス
プ
レ
ー
式
）
は
対
象
外

・
医
療
法
人
大
和
会
西
毛
病
院

●
持
参
品

・
筆
記
用
具
・
上
履
き（
白
）・
靴
下
・

ベ
ル
ト（
男
子
の
み
）

・
髪
の
長
い
人
は
髪
を
ま
と
め
る
ゴ

ム
や
ピ
ン
、バ
レ
ッ
タ
等

・
白
の
T
シ
ャ
ツ
や
タ
ン
ク
ト
ッ
プ（
白

衣
の
下
に
着
用
）

・
お
弁
当
及
び
水
分

●
申
し
込
み
方
法

・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
住
所
・

電
話
番
号

・
白
衣
の
サ
イ
ズ
（
S
・
M
・
L
・

LL
・
3L
）

※
パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
白
衣
の
た
め
、
身

長
と
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。以
上
を
記
入
の
上
、
返
信

用
封
筒
同
封
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
先

各
病
院
、
看
護
部
長
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

「
公
立
富
岡
総
合
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
3
1
6

富
岡
市
富
岡
2
0
7
3
番
地
1

看
護
部
長
　
津
金
澤
　
理
恵
子
ま
で

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
1
1
1

℻
0
2
7
4
―
64
―
3
3
7
7
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版

お
知
ら
せ
版

の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た
い
」

な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も

厳
守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。心
配
ご
と
相
談
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
９
日
・
６
月
６
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
　

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
に

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

ま
で

「
公
立
七
日
市
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
3
4
3

富
岡
市
七
日
市
6
4
3

看
護
部
長
　
篠
崎
　
美
和
子
ま
で

☎
0
2
7
4
―
62
―
5
1
0
0

℻
0
2
7
4
―
62
―
5
2
1
1

「
下
仁
田
厚
生
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
6
0
1

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
4
0
9

看
護
部
長
　
神
戸
　
優
子
ま
で

☎
0
2
7
4
―
82
―
3
5
5
5

℻
0
2
7
4
―
82
―
5
9
9
8

「
医
療
法
人
大
和
会
西
毛
病
院
」

〒
3
7
0
―
2
4
5
5

富
岡
市
神
農
原
5
5
9
―
1

看
護
部
長
　
工
藤
　
昭
ま
で

☎
0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6

℻
0
2
7
4
―
64
―
3
8
2
6

●
締
め
切
り

令
和
5
年
6
月
9
日（
金
）

応
募
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
調
整

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
そ
の
他

お
弁
当
及
び
水
分
は
各
自
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

主
催
　
群
馬
県
看
護
協
会
富
岡
地

区
支
部

共
催
　
群
馬
県
看
護
協
会

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
な
ど

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
15

日（
月
）、17
日（
水
）、22
日（
月
）、26

日（
金
）、29
日（
月
）の
午
後
、小
児
科

医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

あ
な
た
も
看
護
師
と
一
緒
に
「
一
日
看

護
体
験
」し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
実
施
日
時

令
和
5
年
7
月
26
日（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
対
象

高
校
生
40
〜
50
名

●
内
容

病
院
見
学
・
白
衣
で
記
念
撮
影

看
護
ケ
ア
体
験（
検
温
、
清
潔
の
ケ
ア

な
ど
）

●
実
施
施
設

・
公
立
富
岡
総
合
病
院

・
公
立
七
日
市
病
院

・
下
仁
田
厚
生
病
院

・
券
面
事
項
更
新

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
、
申
請
は
行
え
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
7
8
3
―
5
7
8

　
農
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
ク
マ
と

の
不
意
の
遭
遇
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

（
１
）
農
作
業
を
行
う
際
に
注
意
す

べ
き
事
項

・
作
業
中
に
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
で
る

物
を
携
帯
す
る
な
ど
、
自
分
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

・
ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
、

夕
方
の
作
業
時
に
は
、
周
囲
に
気
を

付
け
る
。

・
森
林
、
斜
面
な
ど
の
そ
ば
の
農
地

は
、
ク
マ
の
出
没
ル
ー
ト
と
な
り
や

す
い
の
で
特
に
注
意
し
、
周
囲
の
低

木
の
刈
り
払
い
な
ど
を
行
う
。

・
頻
繁
に
ク
マ
が
出
没
す
る
地
域
に

お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
単
独
で
の

作
業
は
避
け
る
。

（
２
）
誘
引
物
の
除
去

・
ク
マ
類
を
誘
引
す
る
生
ゴ
ミ
や
野

菜
・
果
実
の
廃
棄
残
さ
等
の
適
切
な

処
理
。

・
農
地
で
は
果
樹
園
が
最
も
被
害
を

受
け
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
収
穫

　
５
月
11
日
（
木
）
か
ら
５
月
20
日

（
土
）
の
10
日
間
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
重
点
項
目

・
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
の
確
保

・
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安

全
運
転
意
識
の
向
上

・
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交

通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

○
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
急
い
で
る
　
焦
る
気
持
ち
が
　

事
故
を
呼
ぶ
」

○
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
ん
ぜ
ん
は 

い
の
ち
を
ま
も
る 

だ
い
一
歩
」

　
公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
更
改
作

業
の
た
め
、令
和
5
年
4
月
29
（
土
）

〜
5
月
7
日
（
日
）
は
電
子
証
明
書

及
び
一
部
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

業
務
が
行
え
ま
せ
ん
。
実
施
で
き
な

い
業
務
は
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。

・
電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
・
失

効
業
務

・
暗
証
番
号
の
初
期
化

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

シ
ス
テ
ム
運
用
停
止
に
伴
う

一部
業
務
の
停
止
に
つ
い
て

人
権
相
談

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入
費

補
助
金
に
つ
い
て

２
０
２
３
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
西
部

行
政
相
談

・
１
戸
当
た
り
年
間
補
助
上
限
は
、

1
0
，
0
0
0
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

●
日
時
　
5
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
雨
天
決
行
）

●
会
場
　
富
岡
市
立
富
岡
小
学
校

校
庭
、
体
育
館

●
内
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

地
震
体
験
車
、
抽
選
会
、
模
擬
店
、

な
ど

●
問
い
合
わ
せ

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会
富
岡

市
富
岡
３
７
９
富
岡
市
勤
労
者
会

館
内

☎
0
2
7
4
―
6
4
―
0
5
5
7
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イベント情報イベント情報

　世界を股にかけて活躍なさっているフジコ・ヘミングさん。（以下フジコさん）
　ピアノだけではなく、お描きになった絵の才能も並ではありません。
　独特な画風は懐かしく温かく、そしてフジコさんの生活が楽しく描かれているもの、字宙の広さを感じさ
せてくれるもの、猫や花が問いかけて来るもの、と一枚一枚がフジコさんの心の点描の世界です。
　フジコさんの大ファンでいらっしゃる蘭先生が、自身で所蔵されているフジコさん作の絵画の何十点かを
下仁田町旧西牧小学校内フジコ・ヘミングの部屋に公開して下さることになりました。この部屋にはフジコ
さんのピアノも展示されています。
　皆様もぜひ弾いてみて下さい。温かな音色が部屋を満たします。どうぞ、この部屋を訪ねてみて下さい。
●開催日　5月7日（日）まで
●開催時間　午前 10時から午後 6時まで
●会場　下仁田町旧西牧小学校内 1階フジコ・ヘミングの部屋
※ピアノを演奏したい方は、事前に日本ららばい協会事務局までお問合せ下さい。
NPO法人日本ららばい協会事務局
〒125－0054 東京都葛飾区高砂 3－13－13 三浦ビル 1階
☎03－6458－0283　℻03－6458－0284　E-mail info@komoriuta.jp　URL https://www.komoriuta.jp

　寄せ植えを楽しく作りながらガーデニングの基本を学びませんか？
①キホンのキホン春の寄せ植え　　  ②カラーコーディネートをオシャレに
③ハーブを寄せ植え楽しむ！　　　　④玄関・ベランダでガーデニング（ハンギングバスケット）
⑤ヒツジのジオラマガーデンを作る　⑥夏を乗り切る，涼しげな寄せ植え
※作った寄せ植えはお持ち帰りいただけます。
●日時　５月14日、28日（いずれも日曜日）午後１時～（１時間半程度）
●場所　下仁田大字西野牧４６４－１旧西牧小学校２Ｆ
●講師　多田欣也先生
●費用　２，０００円（材料費込み）
●申込み
　参加をご希望される方は材料等手配の都合がありますので、開催日の３日前までにご連絡下さい。
●連絡先
日本ららばい協会事務局
☎０３－６４５８－０２８３　メール　info@komoriuta.jp

フジコ・ヘミングさんのピアノが置かれるお部屋やグリーンデザイナー
多田欣也先生が収集した貴重な展示品など、懐かしい教室の佇まいを活かした施設を見学いただけます。
●自由見学・解放日　5月14日 (日 ) から毎週日曜日
●見学時間　午前 10時～午後４時

公民館だより公民館だより

令和５年
第462号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！ フジコ・へミング絵画展あわせてフジコ・ヘミング写真展開催
公民館では様々なサークル・団体が活動しています。

裕仁会
・活動日　第２・４金曜日
　　　　　１３：３０～１５：３０
・場　所　下仁田町公民館談話室
・会員数　８人
・問い合わせ
千野千鶴子
（☎８２-２０６９）
・サークル紹介
　下仁田には継承していただきたい唄や踊りがたく
さんあります。
ご自身の健康維持のためにも是非お仲間に入ってい
ただける方、見学にお越しください。

フレアイ・フラ・アロハ
・活動日　第１・３土曜日
　　　　　１３：３０～１５：００
・場　所　下仁田町公民館学習室
・会員数　７人
・問い合わせ
　武井　容子
　（☎８２－３１７３）　
・サークル紹介
　若さを保つために明るく楽しく元気に一緒に
フラダンスをしましょう‼
お気軽に入会お待ちしております。

盆栽風コケ玉作り教室のご案内
　ソフトボール大の大きさに水ゴケを丸め、山モミジ等の幼木を中心に植えて、簡単なこけ玉を作ります。自分
で手入れをしながら、和風でおしゃれなインテリアとして楽しむことができます。ぜひ、ご参加ください。ま
た、過去に開催した教室に参加した方など、こけ玉を持参してくだされば、先生がお手入れします。
・期　日　６月７日（水）　
・時　間　午後１時３０分～
・場　所　下仁田町公民館３階 大会議室
・対　象　成人
・定　員　１５人（先着順）
・講　師　田中宏一先生
　　　　（甘楽町鉢植えクラブ会長）

・材料費　８００円
・募集期間
　５月１日（月）～２６日（金）
・問合せ・申込み
　下仁田町公民館
　☎８２－３５３５

図書室掲示板
本に親しむ図書企画『こびとのおうち』"ぬいぐるみお泊り会"に参加しませんか？本に親しむ図書企画『こびとのおうち』"ぬいぐるみお泊り会"に参加しませんか？

　公民館図書室にある “木のおうち” に暮らす “こびとたち” がひらくイベントに参加
する疑似体験型の企画です。疑似体験をとおして、こどもたちが読書や図書室に親
しむ機会をつくることを目的としています。

ぬいぐるみお泊り会
　前回好評を博したぬいぐるみお泊り会を再び開催します。
　こどもたちのぬいぐるみが図書室で絵本を読んだりこびと達と遊んでいる様子を写真に残し、撮った写
真をカレンダーとしてこどもたちにお渡しします。
・ぬいぐるみを預けられる日
　5月25日（木）～27日（土）午前8時30分～午後5時
・持ってくるもの
　ぬいぐるみ（サイズは問いません）
・ぬいぐるみのをお迎え
　5月29日（月）～31日（水）午前8時30分～午後5時
上記の3日間以外にお迎えを希望の場合は、図書室スタッフにお申し出ください。

とは？

きんや先生のたのしいガーデニング教室

ねぎぼうずプロジェクト「女性村」in旧西牧小学校
見学に来ませんか？

こびとのおうち
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イベント情報イベント情報

　世界を股にかけて活躍なさっているフジコ・ヘミングさん。（以下フジコさん）
　ピアノだけではなく、お描きになった絵の才能も並ではありません。
　独特な画風は懐かしく温かく、そしてフジコさんの生活が楽しく描かれているもの、字宙の広さを感じさ
せてくれるもの、猫や花が問いかけて来るもの、と一枚一枚がフジコさんの心の点描の世界です。
　フジコさんの大ファンでいらっしゃる蘭先生が、自身で所蔵されているフジコさん作の絵画の何十点かを
下仁田町旧西牧小学校内フジコ・ヘミングの部屋に公開して下さることになりました。この部屋にはフジコ
さんのピアノも展示されています。
　皆様もぜひ弾いてみて下さい。温かな音色が部屋を満たします。どうぞ、この部屋を訪ねてみて下さい。
●開催日　5月7日（日）まで
●開催時間　午前 10時から午後 6時まで
●会場　下仁田町旧西牧小学校内 1階フジコ・ヘミングの部屋
※ピアノを演奏したい方は、事前に日本ららばい協会事務局までお問合せ下さい。
NPO法人日本ららばい協会事務局
〒125－0054 東京都葛飾区高砂 3－13－13 三浦ビル 1階
☎03－6458－0283　℻03－6458－0284　E-mail info@komoriuta.jp　URL https://www.komoriuta.jp

　寄せ植えを楽しく作りながらガーデニングの基本を学びませんか？
①キホンのキホン春の寄せ植え　　  ②カラーコーディネートをオシャレに
③ハーブを寄せ植え楽しむ！　　　　④玄関・ベランダでガーデニング（ハンギングバスケット）
⑤ヒツジのジオラマガーデンを作る　⑥夏を乗り切る，涼しげな寄せ植え
※作った寄せ植えはお持ち帰りいただけます。
●日時　５月14日、28日（いずれも日曜日）午後１時～（１時間半程度）
●場所　下仁田大字西野牧４６４－１旧西牧小学校２Ｆ
●講師　多田欣也先生
●費用　２，０００円（材料費込み）
●申込み
　参加をご希望される方は材料等手配の都合がありますので、開催日の３日前までにご連絡下さい。
●連絡先
日本ららばい協会事務局
☎０３－６４５８－０２８３　メール　info@komoriuta.jp

フジコ・ヘミングさんのピアノが置かれるお部屋やグリーンデザイナー
多田欣也先生が収集した貴重な展示品など、懐かしい教室の佇まいを活かした施設を見学いただけます。
●自由見学・解放日　5月14日 (日 ) から毎週日曜日
●見学時間　午前 10時～午後４時

公民館だより公民館だより

令和５年
第462号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！ フジコ・へミング絵画展あわせてフジコ・ヘミング写真展開催
公民館では様々なサークル・団体が活動しています。

裕仁会
・活動日　第２・４金曜日
　　　　　１３：３０～１５：３０
・場　所　下仁田町公民館談話室
・会員数　８人
・問い合わせ
千野千鶴子
（☎８２-２０６９）
・サークル紹介
　下仁田には継承していただきたい唄や踊りがたく
さんあります。
ご自身の健康維持のためにも是非お仲間に入ってい
ただける方、見学にお越しください。

フレアイ・フラ・アロハ
・活動日　第１・３土曜日
　　　　　１３：３０～１５：００
・場　所　下仁田町公民館学習室
・会員数　７人
・問い合わせ
　武井　容子
　（☎８２－３１７３）　
・サークル紹介
　若さを保つために明るく楽しく元気に一緒に
フラダンスをしましょう‼
お気軽に入会お待ちしております。

盆栽風コケ玉作り教室のご案内
　ソフトボール大の大きさに水ゴケを丸め、山モミジ等の幼木を中心に植えて、簡単なこけ玉を作ります。自分
で手入れをしながら、和風でおしゃれなインテリアとして楽しむことができます。ぜひ、ご参加ください。ま
た、過去に開催した教室に参加した方など、こけ玉を持参してくだされば、先生がお手入れします。
・期　日　６月７日（水）　
・時　間　午後１時３０分～
・場　所　下仁田町公民館３階 大会議室
・対　象　成人
・定　員　１５人（先着順）
・講　師　田中宏一先生
　　　　（甘楽町鉢植えクラブ会長）

・材料費　８００円
・募集期間
　５月１日（月）～２６日（金）
・問合せ・申込み
　下仁田町公民館
　☎８２－３５３５

図書室掲示板
本に親しむ図書企画『こびとのおうち』"ぬいぐるみお泊り会"に参加しませんか？本に親しむ図書企画『こびとのおうち』"ぬいぐるみお泊り会"に参加しませんか？

　公民館図書室にある “木のおうち” に暮らす “こびとたち” がひらくイベントに参加
する疑似体験型の企画です。疑似体験をとおして、こどもたちが読書や図書室に親
しむ機会をつくることを目的としています。

ぬいぐるみお泊り会
　前回好評を博したぬいぐるみお泊り会を再び開催します。
　こどもたちのぬいぐるみが図書室で絵本を読んだりこびと達と遊んでいる様子を写真に残し、撮った写
真をカレンダーとしてこどもたちにお渡しします。
・ぬいぐるみを預けられる日
　5月25日（木）～27日（土）午前8時30分～午後5時
・持ってくるもの
　ぬいぐるみ（サイズは問いません）
・ぬいぐるみのをお迎え
　5月29日（月）～31日（水）午前8時30分～午後5時
上記の3日間以外にお迎えを希望の場合は、図書室スタッフにお申し出ください。

とは？

きんや先生のたのしいガーデニング教室

ねぎぼうずプロジェクト「女性村」in旧西牧小学校
見学に来ませんか？

こびとのおうち
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
令
和
5
年
3
月
27
日
（
月
）
役
場

駐
車
場
に
お
い
て
、
総
務
省
消
防
庁

か
ら
無
償
提
供
を
受
け
た
消
防
自
動

車
の
車
払
式
と
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
消
防
自
動
車
は
「
救
助
用
資

機
材
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
多
機

能
車
」
で
災
害
時
に
備
え
た
装
備
が

多
数
積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
消
防
団
が
使
用
し
た
車
両
を
入

札
方
式
で
売
却
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
次
の
車
両
見
学
会
に
必

ず
参
加
し
、
売
却
条
件
や
入
札
日
等

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
車
両
見
学
会
及
び
入
札

・
日
時
　
令
和
５
年
５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
集
合

・
場
所
　
第
13
区
公
会
堂
駐
車
場
　

　
　
　
　
（
中
小
坂
）

●
車
両
情
報
（
１
）

・
ベ
ー
ス
車
　
い
す
ゞ
　
エ
ル
フ

　
（
３
Ｌ
デ
ー
ゼ
ル
／
M
T
／
２
W
D
）

・
年
式
　
平
成
５
年
９
月
登
録

・
走
行
距
離
　
１
７
，
０
０
０
㎞

・
最
低
売
却
価
格
　
１
０
０
，０
０
０
円

●
車
両
情
報
（
２
）

・
ベ
ー
ス
車
　
い
す
ゞ
　
エ
ル
フ

　
（
３
Ｌ
デ
ー
ゼ
ル
／
M
T
／
４
W
D
）

・
年
式
　
平
成
11
年
９
月
登
録

・
走
行
距
離
　
　
８
，
５
０
０
㎞

・
最
低
売
却
価
格
　
１
５
０
，０
０
０
円

●
注
意

①
車
両
の
み
で
消
火
を
行
う
機
能
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
売
却
は
町
内
在
住
者
又
は
町
内
企

業
に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０

旧
消
防
団
車
両
2
台
の
売
却
に
つ
い
て

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ

ト
で
あ
る
青
岩
公
園
に
お
い
て
、
音

楽
と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
大
自
然

の
魅
力
に
触
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
元
バ
ン
ド
や
大
正
琴

の
演
奏
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店

な
ど
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、
３
０

０
人
が
来
場
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

『
B
L
U
E 

R
O
C
K

H
E
A
V
E
N
』が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、世
界
遺
産
荒
船
風
穴

へ
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
シ
ニ
ア

カ
ー
は
、荒
船
風
穴
入
口
に
設
置
し
、

歩
行
が
困
難
な
方
の
見
学
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
3
月
23
日
か
ら
、新
し
く
神
戸
　
俊

さ
ん（
小
坂
）が
下
仁
田
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
小
井
圡
敏
明
さ
ん
は
、平

成
29
年
3
月
23
日
か
ら
令
和
5
年
3

月
22
日
ま
で
の
間
に
わ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
荒
船
風
穴
へ

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
荒
船
風
穴
へ

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
令
和
５
年
4
月
1
日
か
ら
小
井
圡

義
治
氏
が
下
仁
田
町
消
防
団
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
長
は
、町
長
か
ら
任
命
さ
れ

消
防
団
員
を
統
括
・
指
揮
監
督
し
ま

す
。

　
地
域
防
災
の
要
と
し
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

下
仁
田
町
消
防
団

団
長
に
小
井
圡 

義
治 

氏（
小
坂
）

下
仁
田
町
消
防
団

団
長
に
小
井
圡 

義
治 

氏（
小
坂
）

　
3
月
21
日
、下
仁
田
中
体
育
館
に
お

い
て
、U
S
オ
ー
プ
ン
第
3
位
の
成
績

を
も
つ
英
田
理
志
選
手
に
よ
る
卓
球
教

室
が
開
か
れ
、富
岡
、安
中
、下
仁
田
3

市
町
7
中
学
校
の
卓
球
部
員
約
60
人

が
一
流
の
技
術
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し

た
。

　
今
回
の
教
室
は
、当
町
出
身
で
、英

田
選
手
と
交
流
の
あ
る
高
橋
豊
さ
ん

（
米
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
）の
協
力
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

卓
球
T
リ
ー
グ
英
田
理
志
選
手

下
仁
田
中
で
中
学
生
に
指
導

卓
球
T
リ
ー
グ
英
田
理
志
選
手

下
仁
田
中
で
中
学
生
に
指
導

下
仁
田
町
消
防
団

第
3
分
団 

第
3
部

（
小
坂
地
区
）に
配
備

▲車両情報（１）の車両▲車両情報（１）の車両▲車両情報（２）の車両▲車両情報（２）の車両

小井圡 義治　氏（小坂）

神戸　俊さん（小坂）

消
防
自
動
車
が
総
務
省

消
防
庁
か
ら
無
償
提
供
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
令
和
5
年
3
月
27
日
（
月
）
役
場

駐
車
場
に
お
い
て
、
総
務
省
消
防
庁

か
ら
無
償
提
供
を
受
け
た
消
防
自
動

車
の
車
払
式
と
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
消
防
自
動
車
は
「
救
助
用
資

機
材
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
多
機

能
車
」
で
災
害
時
に
備
え
た
装
備
が

多
数
積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
消
防
団
が
使
用
し
た
車
両
を
入

札
方
式
で
売
却
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
次
の
車
両
見
学
会
に
必

ず
参
加
し
、
売
却
条
件
や
入
札
日
等

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
車
両
見
学
会
及
び
入
札

・
日
時
　
令
和
５
年
５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
集
合

・
場
所
　
第
13
区
公
会
堂
駐
車
場
　

　
　
　
　
（
中
小
坂
）

●
車
両
情
報
（
１
）

・
ベ
ー
ス
車
　
い
す
ゞ
　
エ
ル
フ

　
（
３
Ｌ
デ
ー
ゼ
ル
／
M
T
／
２
W
D
）

・
年
式
　
平
成
５
年
９
月
登
録

・
走
行
距
離
　
１
７
，
０
０
０
㎞

・
最
低
売
却
価
格
　
１
０
０
，０
０
０
円

●
車
両
情
報
（
２
）

・
ベ
ー
ス
車
　
い
す
ゞ
　
エ
ル
フ

　
（
３
Ｌ
デ
ー
ゼ
ル
／
M
T
／
４
W
D
）

・
年
式
　
平
成
11
年
９
月
登
録

・
走
行
距
離
　
　
８
，
５
０
０
㎞

・
最
低
売
却
価
格
　
１
５
０
，０
０
０
円

●
注
意

①
車
両
の
み
で
消
火
を
行
う
機
能
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
売
却
は
町
内
在
住
者
又
は
町
内
企

業
に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０

旧
消
防
団
車
両
2
台
の
売
却
に
つ
い
て

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ

ト
で
あ
る
青
岩
公
園
に
お
い
て
、
音

楽
と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
大
自
然

の
魅
力
に
触
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
元
バ
ン
ド
や
大
正
琴

の
演
奏
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店

な
ど
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、
３
０

０
人
が
来
場
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

『
B
L
U
E 

R
O
C
K

H
E
A
V
E
N
』が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、世
界
遺
産
荒
船
風
穴

へ
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
シ
ニ
ア

カ
ー
は
、荒
船
風
穴
入
口
に
設
置
し
、

歩
行
が
困
難
な
方
の
見
学
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
3
月
23
日
か
ら
、新
し
く
神
戸
　
俊

さ
ん（
小
坂
）が
下
仁
田
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
小
井
圡
敏
明
さ
ん
は
、平

成
29
年
3
月
23
日
か
ら
令
和
5
年
3

月
22
日
ま
で
の
間
に
わ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
荒
船
風
穴
へ

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
荒
船
風
穴
へ

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
令
和
５
年
4
月
1
日
か
ら
小
井
圡

義
治
氏
が
下
仁
田
町
消
防
団
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
長
は
、町
長
か
ら
任
命
さ
れ

消
防
団
員
を
統
括
・
指
揮
監
督
し
ま

す
。

　
地
域
防
災
の
要
と
し
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

下
仁
田
町
消
防
団

団
長
に
小
井
圡 

義
治 

氏（
小
坂
）

下
仁
田
町
消
防
団

団
長
に
小
井
圡 

義
治 

氏（
小
坂
）

　
3
月
21
日
、下
仁
田
中
体
育
館
に
お

い
て
、U
S
オ
ー
プ
ン
第
3
位
の
成
績

を
も
つ
英
田
理
志
選
手
に
よ
る
卓
球
教

室
が
開
か
れ
、富
岡
、安
中
、下
仁
田
3

市
町
7
中
学
校
の
卓
球
部
員
約
60
人

が
一
流
の
技
術
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し

た
。

　
今
回
の
教
室
は
、当
町
出
身
で
、英

田
選
手
と
交
流
の
あ
る
高
橋
豊
さ
ん

（
米
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
）の
協
力
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

卓
球
T
リ
ー
グ
英
田
理
志
選
手

下
仁
田
中
で
中
学
生
に
指
導

卓
球
T
リ
ー
グ
英
田
理
志
選
手

下
仁
田
中
で
中
学
生
に
指
導

下
仁
田
町
消
防
団

第
3
分
団 

第
3
部

（
小
坂
地
区
）に
配
備

▲車両情報（１）の車両▲車両情報（１）の車両▲車両情報（２）の車両▲車両情報（２）の車両

小井圡 義治　氏（小坂）

神戸　俊さん（小坂）

消
防
自
動
車
が
総
務
省

消
防
庁
か
ら
無
償
提
供

23 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 22広
報しもにた



　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
す
べ

て
予
約
制
で
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
役
場
福
祉
係
へ
予
約
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
令
和
5
年
6
月
7
日（
水
）

受
付
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム（
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科（
身
体
障
害

者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、補
装
具

判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
5
月
18
日（
木
）

●
予
約
先
　福
祉
課
福
祉
係
　

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に

出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、自
宅
訪
問

も
行
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

巡
回
相
談

健康健康

　
肺
炎
球
菌
と
は
、肺
炎
な
ど
の
原
因
と
な
る
病
原
菌
で
す
。特
に
、高
齢
者
は
免
疫
力
の
低
下
に
伴
い
肺
炎
に
か
か
り
や
す

く
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、左
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
当
該
年
度
定
期
接
種
対
象
外
の
方

（
満
65
歳
以
上
）で
、今
ま
で
に
1
度

も
高
齢
者
肺
炎
球
菌（
23
価
）の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、身
分
証
明
書

（
健
康
保
険
証
、運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
、申
請
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
接
種
当
日
は
、
接
種
費
用
2
，

0
0
0
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て

　
初
回
接
種
か
ら
5
年
以
上
経
過
し

た
方
は
、医
師
と
相
談
の
う
え
、自
費

で
再
接
種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課 

保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

接種日当日に、下仁田町に住所を有し、過去に高齢者肺炎球菌
(23価)の予防接種を受けたことのない者で
①令和5年4月2日から令和6年4月1日に65歳、70歳、
　75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方
②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全機
　能障害を有する方で身体障害者手帳1級の方

対象者には保健推進員を通じて4月下旬頃にはがきが配付さ
れますので、
①下仁田町保健センターにて申請書を記入
②予診票を受け取る
③指定医療機関に予約

1度でも高齢者肺炎球菌(23価)の予防接種を行った方は、対
象外になりますのでご注意ください。
また、肺炎にかかった方でもワクチンの型（ポリサッカライド）
のすべてに罹患したとみなせないので、対象になります。

自己負担金　2,000円
※生活保護受給者は無料になりますので、保健センターにお申し出ください

令和6年3月31日まで

身分証明書（健康保険証、運転免許証など）

定期接種
対象者

接種費用

期　間

持ち物

接種方法

注意事項

定
期
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

〜
任
意
接
種
も

継
続
し
て
行
い
ま
す
〜

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
冬
季
閉
鎖
中
で
あ
っ
た
世
界
文
化

遺
産「
荒
船
風
穴
」が
４
月
１
日（
土
）

か
ら
見
学
再
開
と
な
る
こ
と
と
合
わ
せ

て
、３
月
27
日（
月
）に
荒
船
風
穴
友
の

会
主
催
で「
安
全
祈
願
祭
」を
行
い
ま

し
た
。

　
前
日
ま
で
の
雨
天
と
う
っ
て
か
わ

り
、当
日
は
春
ら
し
い
陽
気
と
な
り
、荒

船
風
穴
友
の
会
会
長
で
も
あ
る
西
光

寺
の
堀
越
敎
之
住
職
の
読
経
に
合
わ

せ
、荒
船
風
穴
友
の
会
の
役
員
と
関
係

者
一
同
で
一
年
間
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

※「
荒
船
風
穴
友
の
会
」と
は
？

　
国
内
最
大
規
模
の
蚕
種
の
貯
蔵
施

設
で
あ
っ
た
荒
船
風
穴
を「
守
り
、活
か

し
、伝
え
る
」こ
と
を
目
的
と
す
る
民
間

支
援
組
織
で
す
。平
成
26
年
５
月
に
設

立
さ
れ
、１
９
１
人（
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
）が
会
員
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
年
に
数
回
の
清
掃
活
動
、学
習
会
、

視
察
研
修
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
世
界
遺
産
は
登
録
で
終
わ
り
で
は
な

く
、永
続
的
に
守
り
、そ
の
価
値
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、多

く
の
方
の
ご
理
解
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
随
時
会
員
募
集
中
で
す
。関
心
の
あ

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

　
消
防
組
織
の
再
編
整
備
に
よ
り
、分

散
し
て
い
る
消
防
庁
舎
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
再
配
置
し
、新
た
な
消
防
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、消
防
本
部
・
富

岡
消
防
署
を
富
岡
市
田
島
に
移
転
し

ま
す
。

　
新
庁
舎
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）３
階
建
て
の
庁
舎
棟
の

ほ
か
、5
階
建
て
の
訓
練
塔
な
ど
の
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
28
日
に
建
設
工
事
に
先
立
ち
、

建
設
予
定
地
に
お
い
て
、起
工
式
が
執

り
行
わ
れ
、令
和
6
年
8
月
の
完
成
に

向
け
て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。 消

防
本
部
・
富
岡
消
防
署
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た

消
防
本
部
・
富
岡
消
防
署
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た

　
標
高
1
0
0
0
ｍ
を
超
え
る
神
津

牧
場
に
も
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
香
り
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
牧
場
の
動
物
た
ち
と
共
に
、高
原
の

春
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
21
日（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
小
雨
決
行

●
内
容
　
搾
乳
体
験
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

乳
無
料
サ
ー
ビ
ス
・
野
点
・
仔
牛
の
体

神
津
牧
場
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

神
津
牧
場
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

重
当
て
・
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、模
擬
店

な
ど

●
主
催
　
神
津
牧
場
　

●
共
催
　
下
仁
田
町
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ
　神
津
牧
場

☎
0
2
7
4
―
84
―
2
3
6
3

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
す
べ

て
予
約
制
で
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
役
場
福
祉
係
へ
予
約
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
令
和
5
年
6
月
7
日（
水
）

受
付
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム（
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科（
身
体
障
害

者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、補
装
具

判
定
等
）

●
申
込
期
限
　
5
月
18
日（
木
）

●
予
約
先
　福
祉
課
福
祉
係
　

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に

出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、自
宅
訪
問

も
行
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

巡
回
相
談

健康健康

　
肺
炎
球
菌
と
は
、肺
炎
な
ど
の
原
因
と
な
る
病
原
菌
で
す
。特
に
、高
齢
者
は
免
疫
力
の
低
下
に
伴
い
肺
炎
に
か
か
り
や
す

く
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、左
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
当
該
年
度
定
期
接
種
対
象
外
の
方

（
満
65
歳
以
上
）で
、今
ま
で
に
1
度

も
高
齢
者
肺
炎
球
菌（
23
価
）の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、身
分
証
明
書

（
健
康
保
険
証
、運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
、申
請
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
接
種
当
日
は
、
接
種
費
用
2
，

0
0
0
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て

　
初
回
接
種
か
ら
5
年
以
上
経
過
し

た
方
は
、医
師
と
相
談
の
う
え
、自
費

で
再
接
種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課 

保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

接種日当日に、下仁田町に住所を有し、過去に高齢者肺炎球菌
(23価)の予防接種を受けたことのない者で
①令和5年4月2日から令和6年4月1日に65歳、70歳、
　75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方
②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全機
　能障害を有する方で身体障害者手帳1級の方

対象者には保健推進員を通じて4月下旬頃にはがきが配付さ
れますので、
①下仁田町保健センターにて申請書を記入
②予診票を受け取る
③指定医療機関に予約

1度でも高齢者肺炎球菌(23価)の予防接種を行った方は、対
象外になりますのでご注意ください。
また、肺炎にかかった方でもワクチンの型（ポリサッカライド）
のすべてに罹患したとみなせないので、対象になります。

自己負担金　2,000円
※生活保護受給者は無料になりますので、保健センターにお申し出ください

令和6年3月31日まで

身分証明書（健康保険証、運転免許証など）

定期接種
対象者

接種費用

期　間

持ち物

接種方法

注意事項

定
期
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

〜
任
意
接
種
も

継
続
し
て
行
い
ま
す
〜

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
冬
季
閉
鎖
中
で
あ
っ
た
世
界
文
化

遺
産「
荒
船
風
穴
」が
４
月
１
日（
土
）

か
ら
見
学
再
開
と
な
る
こ
と
と
合
わ
せ

て
、３
月
27
日（
月
）に
荒
船
風
穴
友
の

会
主
催
で「
安
全
祈
願
祭
」を
行
い
ま

し
た
。

　
前
日
ま
で
の
雨
天
と
う
っ
て
か
わ

り
、当
日
は
春
ら
し
い
陽
気
と
な
り
、荒

船
風
穴
友
の
会
会
長
で
も
あ
る
西
光

寺
の
堀
越
敎
之
住
職
の
読
経
に
合
わ

せ
、荒
船
風
穴
友
の
会
の
役
員
と
関
係

者
一
同
で
一
年
間
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

※「
荒
船
風
穴
友
の
会
」と
は
？

　
国
内
最
大
規
模
の
蚕
種
の
貯
蔵
施

設
で
あ
っ
た
荒
船
風
穴
を「
守
り
、活
か

し
、伝
え
る
」こ
と
を
目
的
と
す
る
民
間

支
援
組
織
で
す
。平
成
26
年
５
月
に
設

立
さ
れ
、１
９
１
人（
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
）が
会
員
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
年
に
数
回
の
清
掃
活
動
、学
習
会
、

視
察
研
修
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
世
界
遺
産
は
登
録
で
終
わ
り
で
は
な

く
、永
続
的
に
守
り
、そ
の
価
値
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、多

く
の
方
の
ご
理
解
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
随
時
会
員
募
集
中
で
す
。関
心
の
あ

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

　
消
防
組
織
の
再
編
整
備
に
よ
り
、分

散
し
て
い
る
消
防
庁
舎
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
再
配
置
し
、新
た
な
消
防
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、消
防
本
部
・
富

岡
消
防
署
を
富
岡
市
田
島
に
移
転
し

ま
す
。

　
新
庁
舎
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）３
階
建
て
の
庁
舎
棟
の

ほ
か
、5
階
建
て
の
訓
練
塔
な
ど
の
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
28
日
に
建
設
工
事
に
先
立
ち
、

建
設
予
定
地
に
お
い
て
、起
工
式
が
執

り
行
わ
れ
、令
和
6
年
8
月
の
完
成
に

向
け
て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。 消

防
本
部
・
富
岡
消
防
署
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た

消
防
本
部
・
富
岡
消
防
署
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た

　
標
高
1
0
0
0
ｍ
を
超
え
る
神
津

牧
場
に
も
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
香
り
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
牧
場
の
動
物
た
ち
と
共
に
、高
原
の

春
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
21
日（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
小
雨
決
行

●
内
容
　
搾
乳
体
験
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

乳
無
料
サ
ー
ビ
ス
・
野
点
・
仔
牛
の
体

神
津
牧
場
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

神
津
牧
場
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

重
当
て
・
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、模
擬
店

な
ど

●
主
催
　
神
津
牧
場
　

●
共
催
　
下
仁
田
町
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ
　神
津
牧
場

☎
0
2
7
4
―
84
―
2
3
6
3
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報しもにた



健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯科の生活習慣病　火／月経前症候群（PMS）とは
水／胃潰瘍　木／歯並びと舌、唇のクセ
金／夏に向けてのスキンケア　土日／フッ素入り歯磨き粉の利用方法
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆11日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

5月11日（木）
6月8日（木）

5月26日（金）

6月23日（金）

6月9日（金）

予約締切日
6月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年2月～3月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年8月～9月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月9日（火）
5月23日（火）

5月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフが応対します。
●受付内容　健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
発熱外来で休止しておりましたが
４月９日から再開します

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月21日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～
みかん’Ｓカフェを開催しました

認知症予防運動『コグニサイズ』を始めませんか？

 　３月 15日（水）に大沢クリニックにて、認知症カフェを開催しました。
　当日は、認知症サポート医である大澤歩先生によるミニ講座「こんなとき、どうしたらいい？」を

実施しました。また、私の想い・願いカードを使ったグルー
プワークやあんしんノートの配布を行いました。　

　頭と体を同時に使うことが認知症予防に効果的です。
「コグニション（認知力向上）＋　エクササイズ（運動）」＝コグニサイズ
今回は空きのある教室の募集となります。

●申し込み期間　5月8日（月）～31日（水）先着順に受付。定員になり次第、終了いたします。
●申し込み・問い合わせ　福祉課 包括支援係　☎64－8804

●日時・場所　隔週で月２回、開催しています。　●対象者　65歳以上の方

・とても良い話が聞けました。わかりやすくて勉強
　になりました。
・今後の参考になりました。
・私の想い・願いカードは、楽しくいくつも思うこ
　とがありました。

楽しい教室です
参加をお待ちして

います

参加者の方の感想

交流防災ステーション（道の駅）
公民館
公民館

会　場 時　間
10:00～11:30
10:00～11:30
10:00～11:30

実施日
水曜日
木曜日
金曜日

27 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 26広
報しもにた



健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯科の生活習慣病　火／月経前症候群（PMS）とは
水／胃潰瘍　木／歯並びと舌、唇のクセ
金／夏に向けてのスキンケア　土日／フッ素入り歯磨き粉の利用方法
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆11日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

5月11日（木）
6月8日（木）

5月26日（金）

6月23日（金）

6月9日（金）

予約締切日
6月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年2月～3月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年8月～9月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月9日（火）
5月23日（火）

5月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフが応対します。
●受付内容　健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
発熱外来で休止しておりましたが
４月９日から再開します

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月21日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～
みかん’Ｓカフェを開催しました

認知症予防運動『コグニサイズ』を始めませんか？

 　３月 15日（水）に大沢クリニックにて、認知症カフェを開催しました。
　当日は、認知症サポート医である大澤歩先生によるミニ講座「こんなとき、どうしたらいい？」を

実施しました。また、私の想い・願いカードを使ったグルー
プワークやあんしんノートの配布を行いました。　

　頭と体を同時に使うことが認知症予防に効果的です。
「コグニション（認知力向上）＋　エクササイズ（運動）」＝コグニサイズ
今回は空きのある教室の募集となります。

●申し込み期間　5月8日（月）～31日（水）先着順に受付。定員になり次第、終了いたします。
●申し込み・問い合わせ　福祉課 包括支援係　☎64－8804

●日時・場所　隔週で月２回、開催しています。　●対象者　65歳以上の方

・とても良い話が聞けました。わかりやすくて勉強
　になりました。
・今後の参考になりました。
・私の想い・願いカードは、楽しくいくつも思うこ
　とがありました。

楽しい教室です
参加をお待ちして

います

参加者の方の感想

交流防災ステーション（道の駅）
公民館
公民館

会　場 時　間
10:00～11:30
10:00～11:30
10:00～11:30

実施日
水曜日
木曜日
金曜日
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健康健康

　健診医療機関の変更のため、日程・受付時間・会場が変更になりました。ご不便をおかけしますが、ご協力
をお願いいたします。

特定健診・がん検診等についてのご案内

令和5年度　春の集団健(検)診実施日程表 【対象地区の日程でお越しください】

■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない（受診シールが
　　　　　　　　　　　配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。

■ 混雑を避けるために対象地区を分けていますが、都合の悪い方は、他の日程での受診も可能です。
■ グレーで塗りつぶされている下仁田町全地区の日程をご希望の場合はご予約をお願いいたします。
■ 予約開始：5月8日(月)より保健センター（82-5490）へ

下仁田厚生病院にて、6月より『個別健診』を実施します!～予約申込は保健センターまで～

●集団健(検)診内容

40歳以上63歳以下の人
64歳以上の人
30歳以上39歳以下の人
40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人
75歳以上の人
40/45/50/55/60/65/70歳の女性
40歳以上74歳以下で未受診の人
30歳以上の未受診の人
50歳以上の人
40歳以上の人
40歳以上の偶数年齢の男性

若年者健康診査
国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
骨密度測定
肝炎ウイルス検査
胃がんリスク検診（ABC検診）
結核・肺がん検診（喀痰細胞診）
大腸がん検診
前立腺がん検診

５００円
無　料

１,０００円

無　料

５００円
無　料
５００円
５００円
５００円
5００円

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和5年4月1日現在

●持ってくるもの

時　間　　
9：30～10：00
10：00～11：00
9：30～10：00
10：00～11：00

期　日

5月8日(月)
午前のみ

5月9日(火)
午前のみ

会　場

保健センター

保健センター

対象地区
上小坂・中小坂
下小坂・大平
大　坂
東野牧

9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～11：00
13：00～15：00
9：00～10：00
10:00～11：00
14：00～15：00

9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00

対 象 地 区
矢川・市ノ萱・西野牧12区
西野牧9・10・11区
横間・南野牧
本宿
蒔田
緑ヶ丘
城西
中央

大東
小川

吉崎・栗山

宮室
大桑原
上青倉

下青倉・土谷沢
旭町・上町
仲町

東町・川井
下町

会　場

青倉社会体育館

保健センター

時　間

5月12日(金)

5月16日（火）

5月21日（日）

5月25日（木）

5月31日（水）

6月1日（木）
質問票　※事前に記入下さい

受診料

保険証

検尿容器

受診シール
※台紙からはがさないで下さい

採便容器・大腸がん受診票
(大腸がん検診希望者)

国保特定健診

○

無料

○

○

後期高齢者健診

○

無料

×
○

若年者健診

○

1,000円

×
○

その他がん検診等

―

希望検診ごと

×

○

―

○ ○ ○

― ×

×

○

※採尿方法が変更になりました。説明を読んで自宅で採尿してきていただくと待ち時間が少なくなります。
※8月26日(土)、9月23日（土）、2月4日(日)の3日間につきましては、右面の健診内容に加えて、胃バリ
　ウム検診、乳がん・子宮頸がん検診を実施します。対象者には、7月下旬頃に「がん検診受診シール」を
　配付予定ですので、ご承知おきください。

　町で実施する集団健診で受診ができなかった方や、個別健診を利用したい方は、下仁田厚生病院にて個別健
診が受けられます。この機会に是非ご利用下さい。受診人数に限りがありますので、ご希望の方はお早めに保
健センター（☎82-5490）までご連絡ください。その後の日程調整は病院で行い連絡しますので、指定日に封
筒一式を持参し来院して下さい。
●予約開始　5月17日(水)午前8時30分から☎82-5490にて受付
●予約締切　11月30日(木)
●期　間　6月～12月の火・水・木・金曜日　
　　　　　※月ごとに予定の人数に達した場合、希望の月を選べないことがあります
●時　間　午後3時から
●会　場　下仁田厚生病院
●持ち物　受診票のシール・質問票・保険証・受診料　
　　　　　※受診票のシール等がない場合は保健センターにご相談ください
●健(検)診内容　右記集団健(検)診内容の項目を受診できます。

期　日

17：00～18：30 【 下仁田町全地区 】

西牧防災研修施設
（旧西中学校）

馬山社会体育館

【予約制】保健センター
※30分ごと

馬山社会体育館

保健センター

【予約制】保健センター
※30分ごと

【 下仁田町全地区 】

結核・肺がん検診
（胸部レントゲン）
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　健診医療機関の変更のため、日程・受付時間・会場が変更になりました。ご不便をおかけしますが、ご協力
をお願いいたします。

特定健診・がん検診等についてのご案内

令和5年度　春の集団健(検)診実施日程表 【対象地区の日程でお越しください】

■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない（受診シールが
　　　　　　　　　　　配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。
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■ 予約開始：5月8日(月)より保健センター（82-5490）へ

下仁田厚生病院にて、6月より『個別健診』を実施します!～予約申込は保健センターまで～
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東町・川井
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青倉社会体育館
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5月31日（水）

6月1日（木）
質問票　※事前に記入下さい

受診料

保険証

検尿容器

受診シール
※台紙からはがさないで下さい

採便容器・大腸がん受診票
(大腸がん検診希望者)

国保特定健診

○
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○

○

後期高齢者健診
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×
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若年者健診
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1,000円

×
○

その他がん検診等

―

希望検診ごと

×
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○ ○ ○

― ×

×

○

※採尿方法が変更になりました。説明を読んで自宅で採尿してきていただくと待ち時間が少なくなります。
※8月26日(土)、9月23日（土）、2月4日(日)の3日間につきましては、右面の健診内容に加えて、胃バリ
　ウム検診、乳がん・子宮頸がん検診を実施します。対象者には、7月下旬頃に「がん検診受診シール」を
　配付予定ですので、ご承知おきください。

　町で実施する集団健診で受診ができなかった方や、個別健診を利用したい方は、下仁田厚生病院にて個別健
診が受けられます。この機会に是非ご利用下さい。受診人数に限りがありますので、ご希望の方はお早めに保
健センター（☎82-5490）までご連絡ください。その後の日程調整は病院で行い連絡しますので、指定日に封
筒一式を持参し来院して下さい。
●予約開始　5月17日(水)午前8時30分から☎82-5490にて受付
●予約締切　11月30日(木)
●期　間　6月～12月の火・水・木・金曜日　
　　　　　※月ごとに予定の人数に達した場合、希望の月を選べないことがあります
●時　間　午後3時から
●会　場　下仁田厚生病院
●持ち物　受診票のシール・質問票・保険証・受診料　
　　　　　※受診票のシール等がない場合は保健センターにご相談ください
●健(検)診内容　右記集団健(検)診内容の項目を受診できます。

期　日

17：00～18：30 【 下仁田町全地区 】

西牧防災研修施設
（旧西中学校）
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お
忘
れ
の
納
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は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭
日
も

納
税
が
で
き
ま
す
。日
直
者
が
対
応
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い
よ
う

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お
忘
れ
に
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注
意
を
、口
座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
27
日（
土
）・5
月
28
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１０
日（
水
）・１８
日（
木
）・２６
日（
金
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・２０
日（
火
）・２９
日（
木
）の
予

定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手
・
は
が
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・
群

馬
県
証
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入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
。取
扱
手
数
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が
町
に
入
り
ま
す

の
で
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ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
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限
は
５
月
31
日（
水
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は

5
月
31
日（
水
）で
す
。

切
手・は
が
き・群
馬
県
証
紙・収
入

印
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

人口
　男
　女
世帯

（　42）
（　19）
（　23）
（ 4）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,470人
3,170人
3,300人
3,189世帯

転入  21人/  出生 0人
転出  40人/  死亡 23人

（4月1日現在）

（3月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２3年２０２3年 No805

月月

有
料
広
告

下仁田町下仁田町

3月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（尚　吉）
（利　則）
（道　一）
（利　彦）
（　克　）
（啓　二）
（文　男）
（　晃　）
（健一郎）
（晃　一）
（勝　明）
（勝　行）
（　勝　）
（　修　）

宮　室
下青倉
中　央
緑ヶ丘
下小坂
城　西
上青倉
矢　川
宮　室
東　町
下　町
下青倉
矢　川
宮　室

栁澤　大祐　 　（上小坂）
持田　美貴　　 （富岡市）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

有
料
広
告

土屋　朝吉
工藤　茂雄
永井　ふ久よ
福田　和　郎 
林　八重　　
原嶋　とし
神戸　和代
佐藤　いち
岡田　文雄
浅野　講治
遠田　フサ
堀口　梅
神戸　マツミ
福田　トヨ

次世代を想う『地球温暖化対策』の第一歩
～町内で初めて、保健センターへ
カーボンニュートラルガスを導入～

次世代を想う『地球温暖化対策』の第一歩
～町内で初めて、保健センターへ
カーボンニュートラルガスを導入～

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

下仁田町は東海ガス（株）と昨年「ゼロカーボン実現に向けた連携協定」を締結し、子どもた
ちの未来に向けた地球温暖化対策に取り組んでいます。今年度より、温室効果ガス実質ゼ
ロのクリーンエネルギーを保健センターに導入しました。

下仁田町は東海ガス（株）と昨年「ゼロカーボン実現に向けた連携協定」を締結し、子どもた
ちの未来に向けた地球温暖化対策に取り組んでいます。今年度より、温室効果ガス実質ゼ
ロのクリーンエネルギーを保健センターに導入しました。

毎月第4日曜日にマイナンバー
カードの交付手続きができるよう
になりました。3日前までに住民
係まで電話でご予約ください。
☎0274-82-2112（直通）

予約された方は5月28日（日）に
マイナンバーカードの交付が
できます！

予約された方は5月28日（日）に
マイナンバーカードの交付が
できます！


